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過
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お
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運
動
」
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に

|
i

第
三
節
表
の
叙
述
構
想
と
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の
変
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い
て

第
四
節
表
成
立
の
起
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を
め
ぐ
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こ
れ
ま
で
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議
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て
(
拙
論
批
判
へ
の
反
論
)
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マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究

は
し
が
き

い
わ
ゆ
る
マ
ル
グ
ス
の
経
済
表
と
は
、
彼
が
ケ
ネ
!
の
経
済
表
に
代
え
る
も
の
と
し
て
描
い
た
資
本
家
的
総
再
生
産
過
程
の
五
つ
の
図

表
を
さ
す
。
四
つ
の
図
表
は
、

一
八
六
一
年
一
八
六
三
年
の
経
済
学
批
判
草
稿
の
ノ

l
ト
第
二
二
冊
(
一
八
六
コ
一
年
五
月
|
六
月
)

に
お

け
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、

い
て
描
か
れ
て
お
り
、
最
後
の
一
つ
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
あ
て
の
手
紙
(
同
年
七
月
六
日
付
)
で
拍
か
れ
て
い
る
。
い
ま
ま
で
は
最
後
の
図
表
だ

(

1

)

 

ロ
シ
ヤ
語
版
『
マ
ル
・
エ
ン
全
集
』
第
四
八
巻
で
他
の
四
表
が
公
開
さ
れ
た
(
そ
れ
ら
は
、
か
つ

て
ノ

l
ト
第
二
二
冊
の
表
と
し
て
ア
ド
ラ
ッ
キ
ー
版
『
資
本
論
』
に
紹
介
さ
れ
た
表
と
は
異
っ
て
い
た
)
。

ま
た
、

今
日
ま
で
未
公
開
だ

っ
た
「
再
生
産
過
程
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
」
に
関
す
る
論
述
(
同
ノ
l
ト
第
一
七
冊
l
一
八
冊
)
も
昨
年
公
開
さ
れ
た
。
さ
ら
に
「
再

生
産
論
」
第
一
一
摘
も
近
年
公
刊
さ
れ
て
い
る
し
、
第
二
稿
の
未
公
開
部
分
も
こ
の
ほ
ど
公
開
さ
れ
た
。
経
済
表
や
「
再
生
産
論
」
の
形
成

史
研
究
に
不
可
欠
な
重
要
資
料
が
、
ほ
ぼ
出
揃
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
ふ
ま
え
て
、
経
済
表
の
内
容
・
意
図
・
成
立
過
程
・
そ
れ
が
『
資
本
論
』
で
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
理

由
、
等
々
を
考
察
す
る
。
こ
の
考
察
は
事
実
上
、

「
再
生
産
論
L

形
成
史
研
究
の
柱
を
な
し
、

「
再
生
産
論
」
を
始
め
『
資
本
論
』
を
十

分
に
把
握
す
る
基
礎
的
作
業
の
一
つ
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

私
は
か
つ
て
(
昭
和
四
一
年
)
「
再
生
産
論
」
の
成
立
過
程
を
考
察
し
、
経
済
表
の
成
立
に
関
す
る
山
田
盛
太
郎
氏
の
主
張
を
批
判
し
た

円

2
〉

こ
と
が
あ
る
。
以
後
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
多
少
の
議
論
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
私
と
し
て
は
、
前
述
の
諸
資
料
を
欠
い
た
ま
ま
で
議
論

を
し
て
も
さ
ほ
ど
の
成
果
は
望
め
な
い
だ
ろ
う
し
、
山
田
氏
の
誤
り
は
再
論
す
る
ま
で
も
な
く
明
白
だ
と
考
え
た
の
で
、
議
論
に
参
加
し

な
か
っ
た
。
し
か
し
右
の
詰
資
料
が
公
開
さ
れ
た
の
で
、
前
記
の
諸
課
題
を
考
察
す
る
な
か
で
、
か
つ
て
の
拙
論
の
不
十
分
さ
を
反
省

し
、
同
時
に
右
の
議
論
に
も
ふ
れ
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。
な
お
、
か
つ
て
の
論
文
と
の
重
複
を
さ
け
る
た
め
重
点
を
新
し
い
諸
資
料



の
検
討
に
お
く
こ
と
に
し
た
。

(

1

)

呂
田
漂
白
国

ω月
g
E
O
0
4
E巾
露
出
寸
。
塁
∞
-
H
U
∞0
・
ョ
。
口
同
回
目
ロ
シ
ヤ
語
版
『
マ
ル
・
エ
ン
全
集
』
第
四
八
巻
。

(
2
〉
「
『
再
生
産
論
』
の
成
立
に
つ
い
て
」
〈
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二

O
巻
第
一
、
第
二
、
第
三
号
所
収
〉
@
以
下
、
以
前
の
拙
論
ま
た
は

立
』
と
い
う
ば
あ
い
は
す
べ
て
右
の
論
文
を
さ
す
こ
と
に
す
る
@

※
本
稿
で
用
い
ら
れ
る
略
号
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

の円・

02HHa-吋日目的。

a
R
同
ユ
昆
内
己
負

]USM片山田岳
8
0
M
g
D
D日
目
。
・
日
本
語
で
は
『
要
綱
』
と
す
る
。

冨
・
岡
、
/
、
嗣
・
、
H，

zoユ8
5
2
a
g
宮
各
コ
2
2・
冨
-HW
・4
『

w
N
m
l
H
I
園
(
日
本
語
で
は
『
学
説
史
』
と
す
る
)
。

閃

-
H
J
戸
り
同
国
関
与
口
回
目
・
以
上
の
参
照
訳
書
は
い
ず
れ
も
大
月
版
か
ら
の
も
の
と
す
る
。

冨
切
の
〉
・
沼
田
耳
切
口
問
叩
】
問
。

g
回
目
付
回
口
日
明
白
百
・
独
ソ
両
研
究
所
編
の
「
新
メ
ガ
」
を
さ
す
。

成

第
一
節

公
開
さ
れ
た
諸
表
の
概
説

経
済
表
を
含
む
ノ

I
ト
第
二
二
冊
は
、

マ
ル
ク
ス
の
ぺ

l
ジ
付
で
一
一
二
四
五

l
一
四

O
六
ペ
ー
ジ
か
ら
な
り
、
彼
の
手
で
表
紙
に
一
八

六
三
年
五
月
と
書
か
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
〈
1
)
ペ
テ
ィ
・
(

2

)

貨
幣
の
資
本
へ
の
再
転
化
・

(
3〉
再
生
産
と
蓄
積
・

(
4〉
本
源
的
蓄
積
・
等
の
考
察
が
柱
に
な
っ
て

い
る
。(
2〉
で
は
、
主
と
し
て
『
資
本
論
』
第
一
部
に
お
け
る
蓄
積
論
の
前
半
の
諸
問
題
が
論
述
さ
れ
て
い
る
。
(

3

)

で
は

(
2
)
を
補
う
た
め

マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究



マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究

四

の
い
く
つ
か
の
問
題
、
た
と
え
ば
再
生
産
と
蓄
積
の
視
点
か
ら
み
た
可
変
資
本
・
必
要
労
働
と
剰
余
労
働
・
剰
余
生
産
物
・
領
有
法
則
の

転
変
・
階
級
関
係
の
再
生
産
・
貯
金
と
蓄
積
の
区
分
・
そ
の
他
の
諸
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
同
じ
(

3

)

で
は
つ
再
生
産
論
」
に
係
わ
る

蓄
積
条
件
の
問
題
も
こ
く
簡
単
に
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
「
再
生
産
に
関
す
る
詳
細
な
規
定
は
次
情
で
L

行
う
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
(
一
一
ニ
七
一
ペ
ー
ジ
。
ロ
シ
ヤ
語
版
二
一
四
ペ
ー
ジ
)
。

問
題
の
諸
表
は
、

こ
の
(

3

)

に
お
い
て
階
級
関
係
の
再
生
産
を
論
述
し
た
直
後
に
、

い
わ
ば
挿
入
的
に
描
か
れ
て
い
る
(
一
三
九
O

一
三
一
九
四
)
。
表
の
す
ぐ
あ
と
に
は
(

4

)

が
き
て
い
る
。
(

4

)

に
直
続
す
る
ノ

l
ト
第
二
三
冊
に
は
六
月
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
表
が

描
か
れ
た
の
は
、
五
月
か
ら
六
月
の
あ
る
時
ま
で
の
一
時
期
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
ろ
。

第
一
表
か
ら
第
三
表
が
描
か
れ
た
あ
と
に
、
表
に
つ
い
て
要
旨
つ
ぎ
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

wbι
司
J

一
一
。

立
日
H
i
I
a

(
E
8
8
ご
。
不
変
資
本
(
以
下
C
と
す
る
)
は
四

C
Cに
等
し
く
、
全
部
が
再
び
生
産
物
で
現
わ
れ
る
。
こ
の
全
生
産
物
は

消
費
元
本
に
入
る
生
活
手
段
か
ら
成
り
、
そ
の
一
部
分
は
部
門
I
の
消
費
一
冗
本
に
入
る
。
可
変
資
本

(
V
と
す
る
)
は
一

O
Oに
等
し
く
、

二
O
Oの
剰
余
価
値

(
m
と
す
る
)

を
生
む
も
の
と
す
る
。

一
。
。
の

V
は
労
賃
と
し
て
貨
幣
で
支
払
わ
れ
、

労
働
者
は
こ
れ
と
引
換
え

に
I
の
総
生
産
物
七

C
心
か
ら
生
産
物
一

C
Cを
う
る
。
こ
う
し
て
貨
幣
が
部
門
ー
の
資
本
家
に
還
流
す
る
。

m
は
利
潤
と
し
て
現
れ
、

産
業
利
潤
、
利
子
、
地
代
い
い
分
裂
す
る
。

そ
れ
ら
は
、
利
一
潤
の
一
部
が
現
物
で
補
填
さ
れ
る
以
外
は
貨
幣
で
支
払
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
収
入

の
取
得
者
は
、
生
産
物
の
う
ち
二

O
Oを
獲
得
す
る
。
だ
か
ら
部
門
I
の
全
生
産
物
の
う
ち
三

O
Oが
消
耗
さ
れ
、
同
時
に
貨
幣
が
資
本

家
に
還
流
す
る
の
で
、
彼
ら
は
再
び
賃
銀
、
利
子
、
地
代
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。
総
生
産
物
の
残
り
四

O
Oは
、
同
額
の

C
を
補
填

ず
る
の
に
必
要
で
あ
る
。

部
門
E
。
全
生
産
物
が
原
料
と
機
械
か
ら
な
る
。

v
o
g
X〉
は
労
働
者
に
労
賃
と
し
て
支
出
さ
れ
、
彼
ら
は
こ
の
貨
幣
と
引
換
え
に



(XXII-1390) 1再生産過程表(貨幣流通を除き不変な規模での再生産)
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この部分は生産物に入らない。即ち、価値の流通過程には入らない(XXII-1391)
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部
門
ー
か
ら
生
産
物
。
お
ぶ
)
を
う
る
。

そ
こ
で
同
額
の
貨
幣
が

E
か
ら
I
へ
流
れ
、

ー
の
資
本
家
が
こ
れ
で

E
の
生
産
物
を
買
う
。

E
の
資
本
家
へ
の
貨
幣
の
還
流
。

E
の
諸
収
入
も

m
G
g
w仏
)
か
ら
支
払
わ
れ
、

そ
の
取
得
者
た
ち
は
ー
か
ら
生
活
手
段
を
買
う
。
ー

の
資
本
家
は
と
の
貨
幣
で

E
の
生
産
物
を
買
う
の
で
、

E
へ
貨
幣
が
還
流
す
る
。
こ
う
し
て

E
の
資
本
家
は
、
再
び
賃
銀
、
利
子
、
地
代

を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。
結
局
、

E
は
合
計
で
ー
か
ら
V
と

m
に
等
し
い
四

O
O
(生
活
手
段
)
を
買
い
、
-
資
本
家
は
、

E
か
ら
C

に
等
し
い
四

O
Oの
機
械
や
原
料
を
買
い
、

E
へ
諸
収
入
に
支
払
っ
た
全
貨
幣
が
還
流
す
る
。

部
門
E
。
E
の
総
生
産
物
は
社
会
の
総
不
変
資
本
と
し
て
機
能
し
、
ー
の
総
生
産
物
は
、

一
方
で

I
と
E
の
V
、
他
方
で
両
部
門
で
の

諸
収
入
の
総
額
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
経
済
表
に
つ
い
て
は
、

つ
ぎ
の
諸
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

(1) 

C
は
固
定
資
本
と
流
動
資
本
か
ら
成
る
が
、
価
値
が
流
通
に
入
ら
な
い
固
定
資
本
部
分
は
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
資
本
の
一
部
は
貨

幣
か
ら
成
り
、

V
は
貨
幣
資
本
と
し
て
存
在
す
る
。
貨
幣
と
し
て
の
利
子
と
地
代
は
、
そ
の
取
得
者
の
手
許
に
存
在
す
る
。
流
通
上
に
あ

る
資
本
家
の
貨
幣
額
は
、
実
際
に
そ
れ
が
機
能
す
る
分
量
よ
り
も
ず
っ
と
少
い
。

(2) 

商
人
資
本
と
貨
幣
取
扱
資
本
を
別
々
に
示
さ
な
い
の
は
、
表
を
複
雑
化
し
な
い
た
め
で
あ
る
。

(3) 

再
生
産
の
規
模
を
不
変
と
す
ろ
の
も
、
蓄
積
過
程
の
叙
述
が
基
本
的
運
動
の
純
粋
な
把
握
を
混
乱
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

(4) 

両
部
門
が
表
示
し
て
い
る
の
は
、

E
の
総
生
産
物
は
社
会
の
C
と
し
て
現
わ
れ
、
ー
の
そ
れ
は

V
お
よ
び

m
と
し
て
実
現
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
が

E
で
示
さ
れ
る
。

(5) 

点
線
は
支
出
の
開
始
点
、
流
通
の
出
発
点
を
一
不
し
、
実
線
は
そ
れ
が
ど
こ
へ
下
降
す
る
か
を
示
す
。

以
上
の
説
明
の
直
後
に
、

「
(
単
純
な
)
総
生
産
過
程
の
経
済
表
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
に
描
い
た
諸
表
(
特
に

マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究

九



マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
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。

第
三
、
第
四
表
)
を
そ
う
名
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
七
且
六
日
付
エ
ン
ゲ
ル
ス
あ
て
の
手
紙
で
描
か
れ
た
表
は
、
わ
ず
か
な
相

〈

3
〉

違
を
除
け
ば
右
の
第
二
つ
第
四
の
表
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
で
あ
っ
て
、
「
総
再
生
産
過
程
を
包
括
す
る
」
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

こ
の
手
紙
で
も
前
述
と
同
様
の
説
明
が
み
ら
れ
る
が
、
特
に
つ
ぎ
の
諸
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
彼
の
表
が
ケ
ネ

I
の

「
経
済
表
」
の
代
わ
り
に
な
る
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
点
、
説
明
の
冒
頭
に
ス
ミ
ス
の
い
わ
ゆ
る
「
V
プ
ラ
ス

M
の
ド
グ
マ
」
が
批
判

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
経
済
表
は
『
資
本
論
』
第
三
部
の
最
後
の
諸
章
の
一
つ
に
総
括
と
し
て
の
せ
る
も
の
だ
と
指
示
さ
れ
て
い
る
点
、
各

補
損
運
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
資
本
家
に
彼
ら
が
労
賃
・
利
子
・
地
代
を
支
払
う
貨
幣
が
い
か
に
還
流
す
る
か
を
示
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
こ
と
等
々
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
の
説
明
を
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
表
が
な
に
を
描
い
て
い
る
か
は
明
瞭
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
方
で
は
、
二
部
門
に
お
け
る
年
々

の
総
資
本
(

W

)

が
価
値
と
素
材
の
点
で
補
填
さ
れ
る
基
本
的
な
態
様
で
あ
り
、
他
方
で
は
、
そ
れ
に
応
じ
て
行
わ
れ
る
』
|
|
そ
し
て
価

値
生
産
物
に
対
応
す
る
収
入
諸
形
態
を
媒
介
と
す
る
1
1
1
貨
幣
の
還
流
運
動
の
態
様
で
あ
る
。
部
門
で
の
「
運
動
は
、
同
時
に
、
ど
の
よ

う
に
し
て
同
部
門
の
各
資
本
家
の
も
と
に
、
彼
ら
が
再
び
新
た
に
労
賃
・
利
子
・
地
代
を
支
払
う
た
め
の
貨
幣
が
還
流
す
る
か
と
い
う
こ

と
を
示
し
て
い
る
」
。

」
う
し
た
表
示
に
よ
っ
て
、

ス
ミ
ス
の
い
わ
ゆ
る
「
V
プ
ラ
ス

M
の
ド
グ
マ
」
が
一
目
瞭
然
に
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
基
本
点
は
(
第
一
表
は
や
や
異
る
が
)
、
ど
の
表
に
も
共
通
し
た
点
で
あ
る
。

た
だ

ど
の
表
も
少
し
ず
つ
相
違
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
主
だ
っ
た
相
違
点
を
簡
単
に
比
較
し
て
お
こ
う
(
第
四
番
目
の
表
を
第
同
表
と
呼
ぶ
〉
。

ま
ず
、
第
一
表
と
他
の
諸
表
と
の
相
違
が
最
も
顕
著
で
あ
り
、

つ
ぎ
に
第
一
・
二
表
と
残
り
三
つ
の
表
と
の
違
い
が
目
立
つ
。



第
一
表
が
他
表
に
く
ら
べ
て
違
う
点
は
、
部
門
E
が
な
い
こ
と
、
各
部
門
の
生
産
物
項
目
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
諸
収
入
と
生
産
物
と

の
関
連
が
表
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
可
変
資
本
に
対
応
す
る
労
賃
の
表
示
が
な
い
こ
と
、
等
で
あ
ろ
う
。

第
一
・
二
表
は
、
残
り
三
表
に
く
ら
べ
て
つ
ぎ
の
四
点
で
相
違
し
て
い
る
。
川
前
者
で
は

I
C
が
E
V
プ
ラ
ス

m
と
点
線
で
結
ぼ
れ
て

い
る
が
、
後
者
で
は
直
線
で
生
庫
物
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
判
前
者
の
部
門

E
は
不
変
資
本
と
表
示
さ
れ
、
検
者
の
よ
う
に
機
械
と
原
料
と

さ
れ
て
い
な
い
。
川
円
前
者
で
は
、
部
門

E
の
収
入
諸
形
態
が

I
の
生
産
物
と
結
ば
れ
て
い
な
い
。
同
門
前
者
で
は
、
投
下
総
不
変
資
本
と
年

間
充
用
不
変
資
本
と
の
区
分
が
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
後
者
で
は
充
用
不
変
資
本
だ
け
が
示
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
相
違
に
く
ら
べ
て
、
残
り
の
三
表
聞
の
遣
い
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
。
第
三
・
第
四
の
表
を
手
紙
の
表
と
く
ら
べ
る
と
、

前
者
で
は
部
門
が
総
生
産
、
後
者
で
は
総
生
産
物
と
示
さ
れ
て
い
る
と
か
、
前
者
で
は
部
門
班
の

V
と

m
が
収
入
形
態
に
対
応
さ
せ
ら
れ

て
生
産
物
と
結
ぼ
れ
て
い
る
の
に
手
紙
の
表
で
は
収
入
形
態
は
削
除
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
程
度
の
差
異
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(

3

)

ロ
シ
ア
語
版
『
マ
ル
・
エ
ン
全
集
』
第
四
八
巻
、
一
六
六
ペ
ー
ジ
。

(
4
〉
『
マ
ル
・
エ
ン
全
集
』
第
一
二
O
巻
、
三
六
二
(
訳
、
二
八
九
)
べ

l
ジ。

(
5
〉
以
前
の
拙
論
(
二
)
で
は
、
ノ
l
ト
第
二
二
冊
の
「
経
済
表
」
と
し
て
、
ァ
ド
ラ
ッ
キ
ー
版
『
資
本
論
』
に
載
っ
て
い
る
二
つ
の
表
を
紹
介
し

た
。
し
か
し
、
今
度
の
ロ
シ
ヤ
語
版
の
諸
表
を
み
る
と
、
そ
れ
ら
は
右
の
二
表
と
少
し
ず
つ
異
っ
て
い
る
。
編
集
者
が
各
表
を
折
中
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
?
本
稿
で
は
、
ロ
シ
ヤ
語
版
の
諸
表
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
ど
お
り
の
も
の
と
前
提
し
て
話
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
た
い
Q

マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究
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第
二
節

表
の
成
立
過
程
l
l
i
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
再
生
産
過
程
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
」

を
中
1[.' 

副
題
の
ご
と
く
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
し
に
重
点
を
お
い
た
の
は
、
か
つ
て
の
拙
論
と
の
重
復
を
さ
け
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
。

さ
て
、
表
の
い
わ
ば
骨
格
を
な
す
も
の
を
二
部
門
に
お
け
る
総
資
本
の
補
填
関
係
と
表
現
す
る
な
ら
ば
、
表
の
血
液
循
場
を
な
す
も
の

は
、
右
の
補
填
関
慌
に
対
応
す
る
貨
幣
の
還
流
運
動
だ
と
表
現
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
表
の
成
立
過
程
の
考
察
は
、
右

の
二
契
機
に
関
す
る
研
究
の
進
展
を
基
本
に
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
ず
、
こ
の
観
点
か
ら
、
研
究
過
程
で
注
目
す
べ
き
論
述
部
分
を
一
括
し
て
表
示
す
る
こ
と
に
し
よ
う
(
次
べ

l
ジ
参
照
)
。

こ
の
概
括

表
の
上
段
は
、
主
と
し
て
総
資
本
の
補
填
関
係
の
研
究
(
ス
ミ
ス
の
い
わ
ゆ
る
「
V
プ
ラ
ス

m
の
ド
グ
マ
」
批
判
)
を
、
下
段
は
主
と
し

て
再
生
産
に
関
連
す
る
貨
幣
流
通
・
貨
幣
の
還
流
運
動
の
論
述
を
基
本
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
論
述
が
上
下
段
に
共
通
す
る
ば
あ
い

に
は
便
宜
的
な
ふ
り
分
け
を
し
て
お
い
た
。
各
ノ

l
ト
の
執
筆
時
期
は
、
ほ
と
ん
ど
が
マ
ル
ク
ス
の
表
記
に
よ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
考
証

〈

6
〉

は
主
と
し
て
か
つ
て
の
拙
論
と
大
谷
禎
之
介
氏
の
考
証
に
よ
っ
て
い
る
。
今
後
、
本
稿
で
各
ノ

l
ト
の
論
述
に
ふ
れ
る
さ
い
に
は
そ
の
時

期
や
ぺ

l
ジ
を
省
略
し
、
概
括
表
に
付
け
た
項
目
番
号
、

た
と
え
ば
④
と
か
@
と
い
う
か
た
ち
だ
け
で
指
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

な

ぉ
、
執
筆
時
期
が
二
つ
の
年
に
ま
た
が
り
う
る
ば
あ
い
は
、
期
間
の
短
い
と
思
わ
れ
る
年
を
丸
括
弧
に
入
れ
て
あ
る
。



『
要
綱
』
で
は
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
は
、
固
有
の
課
題
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
不
変
資
本
の
補
境
関
係
に
つ
い

て
正
し
い
指
摘
が
み
ら
れ
る
と
は
い
え
、

そ
れ
が
い
か
に
行
わ
れ
る
か
は
多
数
資
本
の
考
察
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
(
概
括
表
①

お
よ
び
拙
論
「
『
要
綱
』
に
お
け
る
再
生
産
論
に
関
す
る
諸
論
述
の
検
討
」
〈
『
立
孜
経
済
学
研
究
』
二
日
巻
二
号
V
参
照
)
。

こ
の
点
で
興
味
深
い
の

辻
、
第
二
部
初
稿
に
お
け
る
つ
ぎ
の
指
摘
で
あ
る
。

「
現
実
的
な
再
生
産
と
流
通
の
過
程
は
、
多
数
の
諸
資
本
の
、
種
々
の
産
業
部
門
に
分
裂
し
て
い
る
総
資
本
の
過
程
と
し
て
の
み
把
握

で
き
る
。

い
ま
ま
で
の
考
察
方
法
と
は
違
っ
て
、

ハ
7
)

い
。
そ
れ
は
、
こ
の
部
の
第
三
章
で
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
。

し
た
が
っ
て
、

」
の
過
程
は
現
実
的
再
生
産
過
程
と
し
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

こ
こ
に
は
、

『
要
綱
』
当
時
の
叙
述
プ
ラ
ン
の
変
更
の
一
端
が
一
不
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

固
有
な
意
味
で
の
再
生
産
の
最
初
の
ま
と
ま
っ
た
研
究
U
、

ノ

i
ト
第
六
冊
第
七
冊
(
一
八
六
二
年
三
月
l
四
月
)
に
お
け
る
不
変
資

本
の
補
填
に
関
す
る
考
察

l
!
『
学
説
史
』
で
い
え
ば
第
三
羊
A
・
ス
ミ
ス
、
第
一

O
節
「
年
々
の
利
潤
と
賃
銀
が
、
そ
の
ほ
か
に
不
変

資
本
を
も
合
む
年
々
の
商
品
を
買
う
こ
と
が
ど
う
し
て
可
能
か
、

の
研
究
し
ー
ー
で
あ
る
ハ
概
括
表
@
)
。

「
消
費
用
生
産
物
全
体
が
、
す
で

に
そ
れ
に
入
り
こ
ん
で
い
た
価
値
成
分
お
よ
び
半
産
条
件
の
す
べ
て
に
ど
の
よ
う
に
分
配
ま
た
は
分
解
さ
れ
る
か
」
を
追
求
し
て
、

マ
ル
ク
ス
は
こ
こ
で
、

ス
ミ
ス
の
「
第
四
の
部
分
」

(
C
部
分
)
に
関
す
る
矛
盾
し
た
主
張
を
み
、

つ
ぎ

の
よ
う
な
結
論
を
引
出
し
て
い
る
。

一
、
消
費
用
生
産
物
の
生
産
と
、
そ
れ
に
必
要
な
C
部
分
の
生
産
は
同
時
に
並
ん
で
行
わ
れ
る
。

一
部
の

C
は
総
生
産
物
に
入
る
が
、

価
値
と
し
て
も
使
用
価
値
と
し
て
も
消
費
用
生
産
物
に
入
ら
ず
に
現
物
で
補
填
さ
れ
る
(
農
業
、
鉱
山
、
炭
坑
)
。

一
般
に
、
機
械
生
産

や
本
源
的
生
産
の
部
面
で
は
現
物
に
よ
る
相
互
補
填
が
行
わ
れ
る
が
、
他
の
部
面
で
は
行
わ
れ
な
い
と
い
う
重
要
な
相
違
が
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究
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社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
と
流
通
に
関
す
る
研
究
経
過
の
概
括
表
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大
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生
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①
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門
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の
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〈
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ル
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判
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ミ

芯
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⑪
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初
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一

刊

日

〕

単

純

再

生

産

と

拡

大

再

生

産

警

交

換

〈

?

?

の

〉

(

空

白

話

一

日
〔
日
)
か
つ
て
の
研
究
〈

7
9等〉
H
総
再
生
定
泊
料
の
研
究
(
由
三
)
@
⑪
〔
日
〕
貨
幣
の
泣
流
運
動
に
関
す
る
桁
摘

g
Z
F
g
a

s

z

⑦
〔
日
)
循
環
諸
形
式
(
、
玉
と
し
「
一
一
一
循
環
)
の
考
察

(
S
E
c
s

ω
・
1
〔

g

m

m

⑪
(
日
)
収
入
と
そ
の
源
泉
・
俗
流
経
済
学
会

25)

(
お
〕
ラ
ム
ジ
の
ス
ミ
ス
{
ト
ク
マ
」
批
判
に
つ
い
て
亡
率
目
白
呂
田
出
)
⑥
②
〔
制
〕
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
再
生
産
過
程
に
於
る
貨
幣
の
還
流
運
動

(guヲ
E
E

務

盗

l

一

〔
刊
日
〕
蓄
積
と
拡
大
内
4
産
に
関
す
る
一
一
指
摘
手
ユ
ル
ビ
ュ
リ
ェ
、
ジ
ヨ
l
ン
ズ
〉
(
ロ
巴
ヒ
ロ
)
@
@
〔
刊
日
〕
第
三
部
第
一

O
章
、
総
過
程
に
於
る
貨
幣
の
還
流
運
動
(
ロ
包
)

付
〔
幻
)
独
自
て
詳
細
な
や
恒
産
は
凶
通
篇
で

(EH)(ω

一

初

径

一

〔
包
〕
蓄
積
と
拡
大
再
生
産
の
諸
条
件
の
考
察
官
苧
民
主
@
〔
幻
)
再
生
産
過
程
の
経
済
表
(HSCIZ宏
)

一

bm併
〔

手

〕

7
ノ
6
経
済
表
八
第
三
部
の
故
終
的
諸
章
の
一
つ
へ
〉

同

山

(

斜

)

〔

稿

〕

第

二

部

第

=

一

平

、

及

び

第

四

部

¥

め

指

示

〔

直

接

的

生

産

過

似

の

諸

結

果

い

①

一

務

盗

骨

川
凶
(
間
山
)
〔
稿
}
第
二
部
第
三
輩
、
再
生
産
と
流
通
〔
第
一
一
色
①
⑨
〔
和
〕
〔
二
郎
三
章
初
稿
)
環
流
運
動
等
は
第
三
部
最
終
章
で

啄

弘

一

ω(削
山

)

〔

稿

)

再

生

産

表

式

の

利

用

〈

第

一

一

一

部

第

七

章

〉

①

骨

」

〔

稿

〕

第

三

部

第

七

章

、

収

入

と

そ

の

源

泉

初
鋭

的山・

8
〔
手
〕
盟
国
税
基
金
に
つ
い
て
E
へ
の
手
紙
〈
第
二
部
の
結
ぴ
で
扱
う
〉
③

70 

〔稿〕

〔
椅
〕
第
二
部
第
三
輩
、
涜
通
と
再
生
産
過
程
の
現
実
的
諸
条
件
〔
第
二
稿
〕

行
犯
〔
稿
)
第
二
部
用
第
三
稿
第
七
一
的

78 

(
一
的
〕
第
二
部
用
第
八
時

マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究

一五



マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究

一
六

二
、
年
間
労
働
の
全
生
産
物
が
収
入
に
分
解
す
る
と
い
う
こ
と

(
A
・
ス
ミ
ス
)
は

E
し
く
な
い
。
し
か
し
、
個
人
消
費
用
の
生
産
物

が
収
入
に
分
解
す
る
と
い
う
の
は

E
し
い
。
付
加
労
働
か
ら
の
み
成
り
立
つ
収
入
は
、
付
加
労
働
と
過
去
の
労
働
か
ら
成
り
立
つ
右
の
生

産
物
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。
双
方
の
労
働
か
ら
成
る
別
の
生
産
物
部
分
が
不
変
資
本
だ
け
を
補
填
す
る
か
ら
で
あ
る
。

み
ら
れ
る
よ
う
に
こ
こ
で
始
め
て
、

三
部
門
分
割
と
再
生
産
の
最
も
基
本
的
な
関
連
が
み
い
だ
さ
れ
て
い
る

(
『
成
立
』
①
)
。

も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
以
前
の
ノ

l
ト
に
も
不
変
資
本
部
分
の
補
填
に
関
す
る
簡
単
だ
が
正
し
い
指
摘
を
み
い
だ
し
う
る
(
概
括
表
④
)
。
し
か
し
ノ

l

ト
第
七
冊
で
の
研
究
は
、

「
再
生
産
論
」
の
「
最
も
重
要
な
問
題
し
と
マ
ル
ク
ス
が
呼
ん
だ
不
変
資
本
の
補
墳
に
関
す
る
問
題
を
始
め
て

固
有
の
も
の
と
し
て
提
出
し
、
こ
れ
を
前
述
の
よ
う
に
解
決
し
た
点
で
、
表
や
「
再
生
産
論
」
の
成
立
上
で
出
発
点
を
な
す
も
の
と
評
価

で
き
る
。

な
お
、

マ
ル
ク
ス
は
こ
こ
で
、
不
変
資
本
の
再
生
産
の
研
究
を
流
通
過
程
篇
で
行
う
と
い
う
構
想
を
示
し
て
い
る
(
概
括
表
①
)
。

こ
の

構
想
自
身
は
、
こ
れ
以
降
一
貫
し
て
維
持
さ
れ
て
い
く
。
た
だ
し
つ
ぎ
の
文
章
を
み
る
限
り
、
こ
の
時
点
で
は
、
右
の
問
題
を
主
と
し
て

個
別
資
本
の
考
察
と
し
て
行
う
意
図
が
う
か
が
わ
れ
れ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
(
一
フ
ム
ジ
が
二
重
に
考
察
し
て
い
る
も
の
、
す
な
わ
ち
国
全

体
に
つ
い
て
の
再
生
産
に
お
け
る
生
産
物
に
よ
る
生
産
物
の
補
填
と
、
個
々
の
資
本
家
に
と
っ
て
の
価
値
に
よ
る
価
値
の
補
填
と
は
、
と

(

9

)

 

も
に
資
本
の
流
通
過
程
・
:
・
の
と
こ
ろ
で
、
個
々
の
資
本
そ
の
も
の
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
二
つ
の
視
点
で
あ
る
と
。

さ
て
、
こ
う
し
た
不
変
資
本
の
再
生
産
の
研
究
は
、
こ
れ
以
降
多
く
の
面
に
役
立
て
ら
れ
な
が
ら
洗
練
さ
れ
て
い
く
(
概
括
表
①
|
①
参

昭じ。

」
れ
ら
の
な
か
で
さ
し
あ
た
り
重
視
す
べ
き
も
の
は
、

ノ
ー
ト
第
九
冊
に
お
け
る
収
入
と
資
本
と
の
交
換
(
概
括
表
①
)
、
第
二
ニ

冊
に
お
け
る
リ
カ

l
ド
蓄
積
論
批
判
(
向
表
①
)
、
第
一
四
冊
に
お
け
る
単
純
お
よ
び
拡
大
再
生
産
(
同
①
)
、
第
二
二
冊
、
蓄
積
の
諸
条
件

(
同
①
)
等
の
論
述
で
あ
ろ
う
。



第
九
冊
の
考
察
で
は
諸
部
門
が
始
め
て
ハ
A
)
と
(
B
〉
に
二
分
割
さ
れ
、

(
A
)
で
の
生
産
物
の
相
互
交
換
・

(
A
〉の

C
部
分
と
(
B
)
の
新

付
加
労
働
部
分

(
V
と
m
)
と
の
交
換
・
(

B

)

に
お
け
る
C
と
C
と
の
交
換
、
と
い
う
三
つ
の
基
本
的
関
連
(
再
生
産
に
お
け
る
コ
ニ
大

支
点
」
把
握
の
い
わ
ば
原
型
と
い
っ
て
よ
い
)
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
関
連
が
そ
の
担
い
手
に
対
応
さ
せ
ら

れ
、
収
入
と
収
入
・
収
入
と
資
本
・
資
本
と
資
本
と
の
交
換
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

第
一
三
冊
の
考
察
は
、
蓄
積
に
お
け
る
不
変
資
本
の
補
填
問
題
を
始
め
て
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
、
こ
の
点
で
の
リ
カ
l
ド
批
判
を
行
つ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
さ
き
の
第
九
冊
で
未
解
決
に
な
っ
て
い
た
問
題
1

1
蓄
積
の
さ
い
に
剰
余
価
値
の

V
と
C
と
へ
の
転
化
が
、

第
九
冊
で
み
た
ゴ
一
つ
の
交
換
に
ど
う
影
響
す
る
か
と
い
う
問
題
ー
ー
が
解
決
さ
れ
て
い
る
。

第
一
四
冊
の
論
述
は
再
生
産
に
お
け
る
三
大
条
件
を
見
事
に
総
括
し
た
む
の
と
い
え
よ
う
。

と
く
に
、
部
門
聞
の
交
換
が
〈
ミ
l
T
司

1
0
fと
い
う
式
で
一
不
さ
れ
て
い
ろ
こ
と
は
、
表
式
的
な
発
想
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
し
て
注
目
に
価
す
る
(
『
成
立
』
①
)
。

第
二
二
冊
に
は
、
第
一
部
の
蓄
積
論
と
錯
綜
し
な
が
ら
拡
大
再
生
産
と
蓄
積
に
関
す
る
よ
り
立
入
っ
た
研
究
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
剰

余
生
産
物
の
巽
る
消
費
様
式
、
そ
れ
と
関
連
す
る
過
剰
生
産
、
生
産
と
消
費
と
の
不
一
致
あ
る
い
は
恐
慌
の
可
能
性
、
外
国
貿
易
の
役
立

ち
、
拡
大
再
生
産
リ
蓄
積
の
諸
条
件
、
部
門
聞
の
不
均
衡
等
々
で
あ
る
。

貨
幣
は
、
現
実
的
再
生
産
過
程
の
外
部
に
あ
っ
て
単
に
そ
れ
含
媒
介
す
る
契
機
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
、
さ
き
に
み
た
不
変
資
本
の
再

生
産
の
研
究
(
主
と
し
て
ノ

l
ト
第
七
冊
〉
で
も
貨
幣
流
通
の
問
題
は
度
外
視
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
現
実
の
再
生
産
は
つ
ね
に
貨
幣
流

通
を
と
お
し
て
の
み
行
わ
れ
る
。
そ
の
さ
い
に
は
、
同
じ
貨
幣
流
通
が
資
本
の
運
動
や
収
入
の
運
動
を
あ
ら
わ
し
、
現
実
的
諸
閣
連
が
隠

マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究

一七



マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究

j¥ 

蔽
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
貨
幣
流
通
に
よ
る
社
会
的
再
生
産
の
媒
介
の
脅
問
題
が
解
明
さ
れ
な
い
と
、
資
本
家
的
再
生
産
の

分
析
は
き
わ
め
て
不
十
分
な
も
の
に
終
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

他
方
、
こ
、
7
し
た
考
察
は
、
社
会
的
範
囲
で
の
諸
資
本
の
流
通
の
絡
み
合
い
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
の
全
体
運
動
と
い
う
視
角
を
必
要

と
す
る
。
ノ

l
ト
第
七
冊

t
第
九
冊
で
の
さ
き
ほ
ど
の
考
察
も
、
事
実
上
で
こ
う
し
た
視
角
が
み
ら
れ
は
し
た
が
、
社
会
的
総
資
本
の
再

生
産
と
流
通
と
い
う
独
自
の
視
角
と
し
て
い
ま
一
つ
明
確
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
現
実
的
再
生
産
の
基
本
的
条
件
と
そ
の
担
い
手
に
よ

る
三
つ
の
交
換
関
係
を
考
察
し
た
あ
と
で
、

マ
ル
ク
ス
の
関
心
は
、
ト
ラ
シ
の
検
討
〈
概
括
表
下
段
③
)
を
契
機
に
、
年
々
の
社
会
的
再
生

産
過
程
が
ど
の
よ
う
に
流
通
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
か
を
概
括
し
よ
う
と
す
る
ケ
ネ
!
経
済
表
に
向
け
ら
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
彼

の
再
生
産
過
程
に
関
す
る
研
究
の
当
然
の
流
れ
で
あ
っ
た
と
息
わ
れ
る
。

ケ
ネ
1
経
済
表
の
検
討
は
、

ノ
ー
ト
第
一

O
冊
に
「
余
論
」
と
し
て
挿
入
さ
れ
て
い
る
(
概
括
表
⑧
)
。

ケ
ネ
!
の
表
で
は
、
年
々
の
総
生
産
物
が
さ
ま
ざ
ま
な
貨
幣
流
通
を
と
お
し
て
い
か
に
諸
階
級
(
農
業
者
・
地
主
・
工
業
者
)
間
に
配

分
・
補
填
さ
れ
る
か
が
示
さ
れ
て
い
る
。

マ
ル
ク
ス
は
、

ケ
ネ
!
の
表
に
即
し
て
右
の
点
を
明
か
に
し
て
い
る
。

し
か
し
、

彼
の
視
角

l土

「
表
」
自
体
の
解
釈
よ
り
も
、
む
し
ろ
資
本
主
義
に
お
け
る
社
会
的
再
生
産
過
程
を
媒
介
す
る
貨
幣
流
通
、
と
く
に
こ
の
過
程
に
お

け
る
貨
幣
の
独
自
た
機
能
と
貨
幣
の
還
流
運
動
に
絞
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
検
討
を
通
じ
て
、

始
め
て
二
つ
の
貨
幣
の
還
流
運
動
が
区
別
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、

資
本
家
聞
に
お
け
る

C
と
C
と
の
交
換
や
、

労
働
者
と
資
本
家
と
の
交
換
等
に
あ
ら
わ
れ
る
「
形
式
的
還
流
」

-
G
)
と
の
区
別
と
関
連
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
区
別
を
と
お
し
て
、
現
実
の
社
会
的
再
生
産
の
外
部
に
あ
っ
て
そ
れ
を
媒
介
す
る
流
通

(
G
1
W
G
)
と
、
資
本
の
増
殖
運
動
を
あ
ら
わ
ず
還
流

(
G
1
W

手
段
と
そ
の
前
貸
と
い
う
独
自
な
規
定
が
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
資
本
の
前
貸
と
貨
幣
の
前
貸
と
の
区
別
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま



た
、
事
実
上
で
、
こ
う
し
た
流
通
手
段
を
最
初
に
投
下
(
負
担
〉
す
る
も
の
は
資
本
家
階
級
で
あ
る
こ
と
も
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
息
わ

(
問
〉

れ
る
。こ
の
「
余
論
」
で
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
点
は
、
ケ
ネ

i
表
の
評
価
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
、
ヶ
ネ

i
の
表
が
資
本
家
的
生
産
過
程
を

社
会
的
再
生
産
と
し
て
簡
単
な
一
個
の
図
表
に
総
括
す
る
試
み
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
貨
幣
流
通
を
再
生
産
の
形
態
・
資
本
流
通
の

契
機
と
と
ら
え
つ
つ
、
諸
収
入
の
起
源
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
換
と
流
通
1
1
1資
本
と
資
本
・
収
入
と
資
本
・
生
産
者
と
最
終
消
費
者
・
粗
生

産
と
製
造
業
等
の
あ
い
だ
の
そ
れ
|
|
を
再
生
産
過
程
の
契
機
と
し
て
説
こ
う
と
す
る
試
み
だ
と
評
価
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
試
み
が
、

マ
ル
グ
ス
自
身
の
経
済
表
で
実
現
さ
れ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
諸
点
か
、
り
す
れ
ば
、
こ
の
「
余
論
」
に
お
け
る
ケ
ネ
!
「
経
済

表
」
の
検
討
は
、
さ
き
に
み
た
ノ

l
ト
第
七
冊
に
お
け
る
不
変
資
本
の
補
填
研
究
に
加
え
て
マ
ル
ク
ス
の
経
済
表
を
成
立
さ
せ
る
も
う
一

つ
の
起
点
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
こ
の
「
余
論
」
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
資
本
家
は
彼
が
流
通
に
投
下
し
た
よ
り
も
多
く
の
貨
幣
を
そ
こ
か
ら
引
出
す
の
か
、

と
い
う
問
題
が
未
解
決
な
も
の
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
的
再
生
産
を
媒
介
す
る
流
通
手
段
を
最
初
に
流
通
に
前
貸
し
す
る

階
級
が
資
本
家
だ
と
い
う
こ
と
は
、
事
実
上
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
剰
余
価
値
・
収
入
を
貨
幣
化
す
る
貨
幣
を

(
市
川
)

白
か
ら
流
通
に
投
下
す
る
(
負
担
す
る
)
と
い
う
か
た
ち
で
は
明
確
に
つ
か
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
ノ

i
ト
第
一
七
l
一
八

冊
に
お
け
る
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
再
生
産
過
程
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
」
で
は
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
つ
ぎ
に
、
こ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究

九
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二
O

一
八
六
三
年
一
月
に
か
か
れ
た
こ
の
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
は
、
商
業
資
本
や
貨
幣
取
扱
資
本
の
考
察
の
あ
い
ま
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
ノ

l
ト
第
一
七
冊
の
終
り
か
ら
第
一
八
冊
の
初
め
に
か
け
て
論
述
さ
れ
て
お
り
(
概
括
表
②
)
、
第
一
七
冊
の
裏
表
紙
に
は
「
資
本
主

義
的
流
通
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
(
再
生
産
過
程
と
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
記
入
が
あ
る
。

そ
れ
は
、

い
く
つ
か
の
問
題
を
ふ
く
む

か
な
り
錯
雑
な
叙
述
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
み
る
と
四
つ
の
部
分
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
主
要
な
特
徴
を
適
当
な
小
見
出
し
を
つ

け
て
示
し
て
み
よ
う
(
括
弧
内
の
漢
数
字
は
マ
ル
ク
ス
が
ノ
l
ト
に
つ
け
た
ペ
ー
ジ
数
で
あ
る
〉
。

〔
I
〕
資
本
家
的
再
生
産
過
程
に
お
け
る
貨
幣
の
諸
規
定
。
商
人
資
本
は
い
か
に
流
通
に
投
じ
た
よ
り
も
多
く
の
貨
幣
を
そ
こ
か
ら
引

上
げ
う
る
か
?

商
人
資
本
に
よ
る
貨
幣
の
蓄
積
(
一

O
三
八
|
一

O
四
六
)
。

〔
E
〕
剰
余
価
値
を
実
現
す
る
貨
幣
は
ど
こ
か
ら
く
る
か
?

令
主
産
者
と
他
の
生
産
者
と
の
交
換
関
係
。
再
小
山
産
過
程
を
媒
介
す
る

の
に
必
要
な
貨
幣
2
0
四
六
!
一

O
五
九
)
。

〔
班
〕
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
と
貨
幣
の
還
流
運
動
ハ
一

O
五
九
i
一
O
六
四
)
。

〔
羽
〕
商
人
資
本
家
階
級
に
よ
る
社
会
的
再
生
産
の
媒
介
。
再
竺
産
と
貨
幣
の
供
給
。
貨
幣
資
本
の
蓄
積
。
蓄
積
用
の
追
加
貨
幣
は
ど

」
か
ら
く
る
か
?
2
0
六
五
l
一
O
七
回
)
。

右
の
見
出
し
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
で
は
貨
幣
の
還
流
運
動
が
、

つ
ぎ
の
四
つ
の
町
か
ら
問
題
に
さ

れ
て
い
る
。

第
一
。

「
還
流
」
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
出
発
点
の
と
き
よ
り
も
多
く
の
貨
幣
が
流
通
か
ら
引
上
げ
ら
れ
る
の
か
?

価
値
増
殖
の



機
能
は
す
で
に
解
決
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
の
問
題
は
、
出
発
点
の
貨
幣
が
誰
に
よ
っ
て
前
貸
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
社
会
的
再
生
産

に
お
い
て
貨
幣
材
料
が
い
か
に
供
給
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
さ
き
の
ケ
ネ
l
「
表
」
の
検
討
で
残
さ
れ
て
い
た
問

題
で
あ
り
、
こ
こ
で
始
め
て
解
決
さ
れ
て
い
る
。
『
資
本
論
』
で
は
、
第
二
部
第
一
七
草
「
剰
余
価
値
の
流
通
」
と
同
第
二

O
章
「
貨
幣

材
料
の
再
生
産
」
が
こ
れ
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

第
三
。
社
会
的
再
生
産
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
還
流
逼
動
の
態
様
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
?

」
れ
は
第
二
部
第
二

O
章
三
、
四
節
で

解
明
さ
れ
て
い
る
。

第
一
二
。
再
生
産
を
媒
介
す
る
貨
幣
は
い
か
な
る
規
定
を
う
け
と
る
の
か
?

そ
れ
は
、
資
本
の
前
貸
や
還
流
と
ど
う
関
連
す
る
の
か
?

」
の
問
題
は
、

一
方
で
は
第
二
部
第
二

O
章
で
、
他
方
で
は
第
三
部
五
篇
で
|
|
主
と
し
て
二
六
、
二
八
、
三
コ
一
の
諸
章
で

l
i扱
わ
れ

て
い
る
。

第
四
。
還
流
を
媒
介
す
る
商
人
資
本
の
役
割
。
第
三
部
四
篇
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

さ
て
、
以
上
の
四
つ
の
う
ち
、
第
三
、
第
四
の
問
題
は
こ
の
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
で
は
そ
れ
ほ
ど
詳
し
く
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
再
生
産
に

お
け
る
貨
幣
の
供
給
源
泉
と
そ
の
態
様
、
お
よ
び
再
生
産
に
お
け
る
「
還
流
」
の
態
様
の
問
題
が
こ
こ
で
の
眼
目
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
こ
の
あ
と
の
問
題
こ
そ
、

「
経
済
表
」
で
説
か
れ
て
い
る
賛
幣
還
流
の
問
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
論

述
〈
既
述
見
出
し
〔
直
〕
の
部
分
)
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
の
部
分
は
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
で
一
番
ま
と
ま
り
の
あ
る
論
述
で
あ
る
。
そ
の
主
要
な
内
容
だ
け
を
多
少
と
も
叙
述
の
順
序
に
即
し
て

ま
と
め
て
み
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
二
大
部
門
す
な
わ
ち
個
人
的
消
費
に
入
る
生
活
手
段
生
産
部
門
(
百
世
間
目
。
ご
と
不
変
資
本
(
原
料
そ
の
他
の
固
定
資
本
)
生
産

マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究



マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究

部
門
(
呂
田
由

8
5
と
の
部
門
分
割
、
お
よ
び
コ
一
価
値
の
区
分
。
事
態
の
本
質
的
把
握
の
た
め
に
外
国
貿
易
は
除
外
し
、
単
純
再
生
産
を
前

提
す
る
。
剰
余
価
値
は
利
潤
・
利
子
・
地
代
の
諸
収
入
に
分
割
さ
れ
る
。

部
門
I
。
こ
こ
で
の
年
間
総
牢
産
物
ば
個
人
的
消
費
に
入
る
。
そ
の
一
部
は
こ
の
部
門
の
労
働
者
に
よ
っ
て
買
わ
れ
る
。
だ
か
ら
、
こ

こ
の
資
本
家
が
可
変
資
本
と
し
て
投
下
し
た
貨
幣
は
、
運
賃
と
し
て
還
流
す
る
。
現
物
で
補
填
さ
れ
る
わ
ず
か
な
部
分
を
除
く
と
、
剰
余

価
値
に
あ
た
る
生
産
物
部
分
は
前
年
度
に
支
払
わ
れ
た
利
潤
・
利
子
・
地
代
に
よ
っ
て
買
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
前
年
そ
れ
ら
に
支
払
わ
れ

た
通
貨
も
こ
こ
の
資
本
家
に
還
流
す
る
。
要
す
る
に
、

I
部
門
内
部
に
お
い
て
資
本
家
A
が
別
の
資
本
家
た
ち
か
ら
生
活
手
段
を
買
う
こ

と
は
、
後
者
も
A
か
ら
買
う
の
だ
か
ら
、
資
本
家
た
ち
は
白
分
た
ち
で
自
分
の
剰
余
価
値
を
貨
幣
化
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ

る
(
こ
の
把
握
は
、
ノ

i
ト
第
一

O
冊
で
ケ
ネ
i
「
表
」
を
検
討
し
た
時
の
把
握
と
く
ら
べ
て
一
段
の
発
展
を
示
し
て
い
る
)
。
不
変
資
本

に
あ
た
る
部
分
は
部
門
E
の
資
本
家
に
よ
ワ
て
買
わ
れ
最
終
的
に
は
、
機
械
や
原
料
等
と
し
て
補
填
さ
れ
る
。
だ
か
ら
二
つ
の
部
門
聞
で

流
通
が
生
ず
る
。

部
門
E
。
こ
の
部
門
の
生
産
物
は
個
人
的
消
費
に
入
ら
な
い
。
だ
か
ら
V
と
m
を
あ
ら
わ
す
生
産
物
部
分
と
、
部
門
I
の
C
に
あ
た
る

生
産
物
部
分
と
の
交
換
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
さ
い

E
で
V
に
投
下
さ
れ
た
貨
幣
は
、
直
接
に
は
こ
の
部
門
の
資
本
家
に
還
流
し
な
い
。

こ
こ
の
労
働
者
が

I
の
生
活
手
訟
を
買
い

(
E
の
労
働
者
か
ら

I
の
資
本
家
へ
の
貨
幣
流
入
)
、

I
の
資
本
家
が

E
の
資
本
家
か
ら
生
産

手
段
を
買
う
と
い
う
迂
回
を
へ
て
、
賃
銀
用
の
貨
幣
が
還
流
す
る
の
で
あ
る
。
他
方
、

I
の
資
本
家
は
彼
の
生
産
物
・

C
の
一
部
分
を
生

産
手
段
に
転
化
し
て
い
る
。

(
こ
う
し
た
貨
幣
の
還
流
は
、
時
計
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
よ
う
に
行
わ
れ
は
し
な
い
。
だ
が
こ
こ
で
問
題
な
の

は
本
質
的
運
動
で
あ
っ
て
、
還
流
運
動
の
よ
り
詳
し
い
牒
八
八
は
信
用
制
度
の
篇
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
)
。

部
門
E
の
剰
余
価
値
は
諸
収
入
に
分
裂
す
る
。
こ
の
諸
収
入
の
受
領
者
に
よ
っ
て
部
門
ー
か
ら
生
活
手
段
が
買
わ
れ
る

(
E
か
ら

I
の



資
本
家
に
貨
幣
が
流
入
す
る
)
。

そ
し
て

I
の
資
本
家
は
、
こ
れ
で
彼
に
必
要
な
C
の
一
部
分
を
買
う
。

」
う
し
て

E
に
貨
幣
が
還
流
す

る
。
こ
の
ば
あ
い
、
ー
に
と
っ
て
は
資
本
の
再
生
産
過
程
が

E
に
と
っ
て
の
剰
余
価
値
の
貨
幣
化
に
な
っ
て
い
る
。
残
る
部
分
は

E
の
C

部
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
固
定
資
本
の
消
耗
さ
れ
な
い
部
分
、

つ
ま
り
年
間
生
産
物
の
価
値
に
入
ら
ぬ
部
分
、
お
よ
び
固
定
資
本
の
磨
損

分
と
原
材
料
の
価
値
部
分
か
ら
成
っ
て
い
る
。
最
初
の
部
分
を
捨
象
す
る
と
、
部
門
E
の
C
部
分
は
そ
の
部
門
内
部
で
相
互
に
交
換
さ
れ

実
現
さ
れ
る
。
こ
の
過
程
を
媒
介
す
る
貨
幣
も
、
つ
ね
に
そ
の
支
出
者
に
還
流
す
る
。

ス
ミ
ス
や
ト
ゥ

l
ク
ら
の
見
解
の
批
判
。
彼
ら
は
、
す
べ
て
の
流
通
は
商
人
間
の
流
通
と
、
商
人
と
消
費
者
聞
の
流
通
と
に
区
別
し
う

る
、
前
者
に
お
け
る
商
品
の
価
値
額
は
後
者
に
お
け
る
そ
れ
を
超
過
で
き
な
い
、
と
主
張
し
た
。
し
か
し
こ
の
主
張
は
、
全
商
品
の
価
値

は
結
局
収
入
に
分
解
す
る
と
い
う
ス
ミ
ス
の
誤
り
に
照
応
し
た
見
解
で
あ
っ
て
、
不
変
資
本
と
不
変
資
本
と
の
あ
い
だ
の
流
通
を
看
過
し

た
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
ト
ゥ

l
ク
は
、
商
品
や
貨
幣
を
資
本
と
し
て
の
商
品
や
貨
幣
と
混
同
し
て
い
る
し
、
ま
た
資
本
の
流
通
に
お
け

る
貨
幣
の
諸
形
態
を
、
資
本
と
通
貨
の
区
別
と
混
同
し
て
い
る
。
現
実
的
資
本
の
運
動
|
|
そ
れ
は
再
生
産
の
客
観
的
諸
契
機
を
内
包
す

る
l
l
B
と
、
銀
行
に
媒
介
さ
れ
る
貨
幣
資
本
の
流
通
と
の
区
別
も
必
要
で
あ
る
。

以
上
が
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」

〔

E
〕
の
主
要
な
内
容
で
あ
る
。
要
す
る
に
こ
の
部
分
で
は
、
二
部
門
聞
に
お
け
る
社
会
的
総
資
本
の
二
面

的
補
填
と
そ
れ
に
応
じ
た
貨
幣
の
還
流
運
動
の
態
様
が
収
入
諸
形
態
の
媒
介
を
ふ
く
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
右
の
問
題
に
関
連
す

る
ス
ミ
ス
ヤ
ト
ゥ

1
ク
ら
の
誤
り
が
批
判
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ノ
ー
ト
第
一

O
冊
に
お
け
る
ケ
ネ
l
「
表
」
の
検
討
の
さ
い
に
は
、
貨
幣
の
還
流
運
動
は
ま
だ
ケ
ネ
l
の
「
表
」
に
即
し
て
考
察
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
と
流
通
の
分
析
と
し
て
正
面
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
考
察
は
、

ノ
ー
ト
第

七
冊
以
降
の
総
資
本
の
補
填
研
究
H

ス
ミ
ス
の
「
ド
グ
マ
」
批
判
と
ケ
ネ
l
「
経
済
表
」
で
の
貨
幣
還
流
運
動
の
検
討
と
が
、
い
わ
ば
統

マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究
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二
四

一
的
に
生
か
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

注
目
す
べ
き
点
は
、
以
上
の
解
明
が
マ
ル
ク
ス
の
経
済
表
の
説
明
内
容
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
節
で
示
し
た
よ
う
に
マ
ル

ク
ス
の
経
済
表
で
も
、
年
々
の
総
資
本
の
二
面
的
補
境
と
、
そ
れ
に
応
じ
た
貨
幣
の
還
流
運
動
の
態
様
と
が
、
剰
余
価
値
の
収
入
諸
形
態

へ
の
分
裂
と
収
入
語
形
態
の
支
出
を
媒
介
に
し
て
描
か
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
の
部
分
は
、

マ
ル
ク
ス
の
経
済

表
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
べ
き
内
存
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
意
味
で
、
経
済
表
成
立
の
直
接
的
土
台
を
な
す
も
の
と

み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(

6

)

『
マ
ル
ク
ス
資
本
論
草
稿
集
(
一
八
六
一
1
1
1
1
1

六
一
二
年
草
稿
)
第
一
分
冊
』
(
大
月
書
庖
〉
、
「
成
立
と
来
歴
」
、
大
谷
禎
之
介
氏
の
執
筆
。

(

7

)

ロ
シ
ヤ
語
版
『
マ
ル
・
エ
ン
全
集
』
第
四
九
巻
、
二
八
一
べ
!
?
ハ
マ
ル
ク
ス
の
べ

l
ジ
付
〔
部
〕
〉
。

(
8
〉

宮

-Fω
・
己
叶
(
訳
、
一
五
四
ペ
ー
ジ
)
。

(
9
〉

宮

-
F
ω
-
a
(訳
、
一

0
0
ペ
ー
ジ
)

Q

(
叫
)
玄

-Fω
・
2
∞
(
訳
、
四
二
七
ペ
ー
ジ
)

(
日
〉
豆
-Fω
・ω
o
ω
(訳
、
四

O
六
ペ
ー
ジ
)
。

(

U

)

こ
の
点
に
関
す
る
指
摘
は
、
す
で
に
名
和
隆
夫
氏
の
論
文
「
再
生
産
論
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
」
(
『
立
教
経
済
学
研
究
』
一
ニ

四
巻
三
号
、
二
九
三
ペ
ー
ジ
)
に
み
ら
れ
る
Q

ま
た
、
貨
幣
の
還
流
に
関
す
る
研
究
経
過
を
考
察
し
た
も
の
に
、
宮
川
彰
氏
の
論
文
「
貨
幣
還
流
法

則
成
立
史
の
一
断
面
」
(
『
経
済
と
経
済
学
』
四
五
号
)
が
あ
る
。

(
日
)
ロ
シ
ヤ
一
語
版
『
マ
ル
・
エ
ン
全
集
』
第
四
八
巻
脚
注
一
一
八
(
笠

0
0
ペ
ー
ジ
)
。

(

H

)

「
流
通
に
投
じ
ら
れ
た
よ
り
も
多
く
の
貨
幣
が
い
か
に
そ
こ
か
ら
引
上
げ
ら
れ
る
か
う
こ
の
問
題
は
こ
こ
で
始
め
て
解
決
さ
れ
て
い
る
@
叙
述

全
体
を
通
じ
て
再
三
再
四
こ
の
問
題
が
む
し
か
え
さ
れ
、
除
々
に
核
心
が
明
確
化
さ
れ
て
解
決
が
引
出
さ
れ
て
お
り
、
苦
心
の
跡
が
う
か
が
わ
れ

る
。
そ
の
あ
ら
筋
は
つ
ぎ
の
う
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
〔
I
〕
で
は
、
問
題
へ
の
答
が
、
資
本
家
の
商
品
価
値
を
実
現
す
べ
き

貨
幣
が
存
在
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
止
ま
っ
て
い
る
。
〔
E
〕
で
は
、
問
題
は
剰
余
価
値
の
発
生
自
体
で
は
な
く
、
そ
れ
が
い
か
に
貨
幣
で
流
通

す
る
か
i
1
1
こ
の
貨
幣
が
ど
こ
か
ら
く
る
か
に
あ
る
こ
と
が
一
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
貨
幣
を
商
品
1
金
と
し
て
み
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
金
生
産
者



か
ら
|
|
他
部
門
の
商
品
(
剰
余
価
値
部
分
)
と
の
交
換
を
通
じ
て
供
給
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
同
時
に
、
流
通
に
最
初
に
貨
幣
を
前

貸
す
る
も
の
が
資
本
家
潜
級
だ
と
い
う
点
も
示
さ
れ
る
。
〔
W
H

〕
で
は
、
こ
う
し
た
点
が
社
会
的
再
生
産
の
一
環
と
し
て
、
よ
り
詳
し
く
と
ら
え
ら
れ

つ
つ
、
さ
ら
に
蓄
積
と
の
関
連
も
問
題
に
さ
れ
て
い
く
。

第
三
節

表
の
叙
述
構
想
と
そ
の
変
更
に
つ
い
て

「
最
後
の
諸
章
の
一
つ
に
総
括
と
し
て
」
利
用
し
よ
う
と
構
想
し
て
い
た
こ
八
六

マ
ル
ク
ス
は
、
経
済
表
を
円
資
本
論
』
第
三
部
の

年
七
月
六
日
付
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
)
。

し
か
し
実
際
に
は
こ
の
構
想
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
理
由
を
さ
ぐ
る
た
め
に
、
第
一

部
「
最
後
の
諸
章
の
一
つ
」
と
は
ど
う
い
う
章
か
を
考
え
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

第
六
章

六
三
年
一
月
の
第
三
部
叙
述
0

フ
ラ
ン
(
ノ
l
ト
第
一
八
冊
一
一
一
二
九
ペ
ー
ジ
)
の
後
半
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

利
潤
率
低
下
の
法
則

第
七
章

第
八
章

第
九
章

第
一

O
章

第

二

草

利
潤
に
関
す
る
諸
学
説

産
業
利
潤
と
利
子
と
へ
の
利
潤
の
分
裂
。
商
業
資
木
。
貨
幣
資
本
。

収
入
と
そ
の
諸
源
泉
。
生
産
過
程
と
分
配
過
程
と
の
関
連
に
関
す
る
問
題
も
こ
こ
で
取
り
あ
げ
る
こ
と
。

資
本
主
義
的
再
生
産
の
総
過
程
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
(
以
下
で
は
貨
幣
の
還
流
運
動
と
略
記
す
る
、
概
括
表
@
)
。

俗
流
経
済
学
。

マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究

二
五



第
一
二
辛

て7

ノレ
ク

む、ス
す、経
び、済
。表

資、 32
木、誌
と、ノu
イヨ~
員、

労、
働、

一一六

「
最
後
の
諸
卒
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
各
章
の
内
容
か
ら
み
て
、
こ
こ
で
は
第
九
章
以
下
を
考
察
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
章
の
中
心
的
内
容
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
第
九
章

収
入
と
そ
の
源
泉
」
。
こ
の
プ
ラ
ン
が
提
示
さ
れ
る
一
・
二
カ
月
以
前
に
、

ノ
ー
ト
第
一
五
時
で
は
、
同
じ
主
題
「
掃
論
・

収
入
と
そ
の
源
泉
」
の
論
述
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
論
述
か
ら
み
る
と
、
こ
の
章
の
中
心
内
容
は
、
現
行
『
資
本
論
「
司
第
三
部
七
篇
四

八
九
単
「
三
位
一
体
的
定
式
」
、
五
一
章
「
分
配
関
係
と
宝
産
関
係
」
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
と
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、

収
入
源

泉
に
関
す
る
一
一
一
位
一
体
的
把
握
を
資
本
関
係
の
神
秘
化
あ
る
い
は
物
神
性
の
発
展
に
お
い
て
批
判
す
る
こ
と
、
分
配
関
係
が
生
産
間
同
係
の

裏
面
だ
と
い
う
点
か
ら
プ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
学
を
批
判
す
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

貨
幣
の
還
流
運
動
」
。
こ
の
プ
ラ
ン
と
ほ
ぼ
同
じ
表
題
の
論
述
が
前
節
で
み
た
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
で
あ
る
。
そ
の
主
要
な

内
容
は
、
第
一
に
総
生
産
過
樫
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
を
と
ら
え
る
こ
と
(
こ
の
問
題
に
関
す
る
ス
ミ
ス
、
ト
ゥ

i
ク
ら
の
語
論
批

「
第
一

O
章

判
を
ふ
く
む
)
、
第
二
に
貨
幣
の
供
給
源
泉
と
供
給
態
様
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

俗
流
経
済
学
」
。
ノ
ー
ト
第
一
五
冊
の
「
掃
論

「
第
二
章

収
入
と
そ
の
源
泉
」
で
は
、
俗
流
経
済
学
の
批
判
も
一
緒
に
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
こ
を
主
た
る
根
拠
に
考
え
る
と
、
こ
の
辛
は
、
俗
流
経
済
学
が
三
位
一
体
的
定
式
に
安
住
し
て
い
る
こ
と
の
説
明
・
彼
ら
と
古

典
派
経
済
学
と
の
比
較
・
利
子
に
反
対
す
る
俗
流
社
会
主
義
(
プ
ル

l
ド
ン
ら
)
の
批
判
・
等
か
ら
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
Q

ち
な
み

に
、
プ
ル
!
ド
ン
批
判
は
第
一
一
章
で
行
う
と
い
う
指
摘
も
こ
の
「
挿
論
」
に
み
ら
れ
る
。

「
第
一
二
章

資
本
と
賃
労
働
」
。
こ
の
章
は
、
五
九
年
の
叙
述
プ
ラ
ン

i
「
資
本
の
生
産
過
程
」
に
お
け
る
「
賃
労
働
と
資
本
!
一
ー
の

一
部
分
が
、
六
三
年
一
月
の
プ
ラ
ン
変
更
に
と
も
な
い
第
三
部
の
結
び
と
し
て
生
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、

前
者
(
「
賃
労



働
と
資
本
」
)
で
は
、

階
級
闘
争
を
通
じ
た
資
本
、

賃
労
働
関
係
の
揚
棄
の
傾
向
が
「
基
本
的
矛
盾
」
に
基
づ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
た
の

で
、
こ
の
点
を
生
か
し
て
第
三
一
部
の
結
び
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
こ
の
構
想
は
、
現
行
『
資
本
論
』
第
三
部
の
最
終

(
日
)

部
分
の
「
諸
階
級
」
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
い
う
る
。

で
は
、
経
済
表
に
係
わ
る
「
最
後
の
諸
章
の
一
つ
」
と
は
、
六
三
年
一
月
構
想
に
お
け
る
以
上
の
諸
章
の
ど
れ
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
か
?

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
問
題
提
起
が
意
味
を
も
ち
う
る
の
は
、

同
年
一
月
に
お
け
る
最
終
的
諸
章
の
構
想
が
経
済
表
構
想
の
時
点
(
同
年

七
月
始
め
〉
で
も
基
本
的
に
は
変
っ
て
い
な
い
と
す
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
こ
の
点
を
解
決
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
さ
い
に
は
、
第
二
部
用
草
稿
の
初
稿
が
重
要
な
資
料
に
な
る
。
こ
の
初
稿
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
第
一
部
用
原
稿
(
六
三
年
七
月
か
ら

同
年
末
あ
る
い
は
六
四
年
前
半
頃
ま
で
の
も
の
)
完
成
以
後
か
ら
六
四
年
後
半
ま
で
に
書
か
れ
た
。
な
お
、
第
三
部
稿
は
そ
れ
以
降
か
ら
六
五

(

口

)

年
の
暮
ま
で
に
完
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
二
部
用
初
稿
で
は
、
第
三
部
の
諸
章
の
プ
ラ
ン
が
ま
え
も
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
つ

て
、
こ
れ
ら
の
プ
ラ
ン
が
最
後
の
諸
章
に
関
し
て
一
月
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
れ
ば
、
当
面
の
問
題
も
解
決
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
点
を
右
の
初
稿
に
あ
た
っ
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
の
指
摘
を
み
る
と
、
第
四
章
は
商
人
資
本
と
利
子
生
み
資
本
に
、
第
六
章

は
収
入
と
そ
の
源
泉
・
俗
流
経
済
学
批
判
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
七
章
(
最
終
章
)
に
つ
い
て
は
つ
、
ぎ
の
よ
う
に
の
べ

(
問
団
〉

ら
れ
て
い
る
。
(
括
弧
し
な
い
部
分
は
や
や
簡
略
化
し
た
も
の
。
〔
〕
の
数
字
は
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
べ
|
ジ
づ
け
)
。

「
剰
余
価
値
を
先
取
り
す
る
た
め
に
自
己
の
手
中
に
貨
幣
を
も
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
、

〔

9
〕
資
本
家
た
ち
は
、

彼
は
こ
の

貨
幣
を
年
聞
を
通
じ
て
前
貸
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
彼
が
こ
の
た
め
に
五

O
Oタ
l
レ
ル
を
投
下
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
単
に
流
通
手

段
と
し
て
支
出
さ
れ
た
後
で
も
流
通
上
に
あ
り
、
剰
余
価
値
の
貨
幣
化
と
し
て
彼
に
還
流
す
る
。
剰
余
価
値
の
一
部
が
資
本
に
再
転
化
さ

れ
る
ば
あ
い
、
よ
り
多
く
の
貨
幣
量
が
要
求
さ
れ
る
限
り
で
は
、
金
生
産
の
増
大
が
必
要
で
あ
る
。
も
し
金
生
産
が
増
大
し
な
け
れ
ば
、

マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究

二
七



マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究

貨
幣
価
値
が
増
大
す
る
だ
ろ
う
。
「
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
点
を
第
三
部
第
七
章
で
も
っ
ぱ
ら
詳
論
す
る
で
あ
ろ
う
」
(
以
上
、
第
一
章
「
資
本

二
八

の
流
通
過
程
」
第
一
筋
)
。

「
貨
幣
は
間
定
資
本
で
あ
る
か
流
動
資
本
で
あ
る
か
の
考
察
」
で
は
、
結
果
的
に
ま
っ
た
く
同
じ
貨
幣
量
が
貨
幣
資
本
と
収
入

〔

問

〕

つ
ね
に
そ
れ
を
資
本
と
し

て
機
能
さ
せ
ぬ
人
の
手
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
同
様
に
正
し
い
。
他
方
、
貨
幣
の
一
部
は
つ
ね
に
予
備
用
の
資
本
で
は
な
く
、
準
備
用

遇
貨
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
問
題
を
第
三
部
第
七
草
で
よ
り
詳
し
く
考
察
す
る
」
(
第
二
章
「
資
本
の
回
転
」
第
二
節
)
。

と
い
う
異
っ
た
機
能
を
果
す
こ
と
が
前
相
克
さ
れ
て
い
る
。

「
と
こ
ろ
で
、
流
通
に
存
在
す
る
貨
幣
の
一
部
は
、

〔
瑚
〕
貨
幣
は
現
実
的
再
生
産
過
程
を
媒
介
す
る
だ
け
で
そ
と
に
入
っ
て
い
か
な
い
。
だ
か
ら
こ
こ
で
の
再
生
産
の
考
察
で
は
さ
し
あ

た
り
貨
幣
を
捨
象
す
る
。

「
貨
幣
流
通
が
考
察
に
入
れ
ら
れ
る
の
は
、
現
実
的
再
生
産
過
程
自
身
の
研
究
か
ら
こ
の
過
程
の
契
機
と
し
て

貨
幣
流
通
の
特
殊
な
規
定
が
生
じ
て
く
る
ば
あ
い
の
み
で
あ
ろ
う
。
よ
り
進
ん
だ
諸
規
定
は
、
商
人
資
本
等
や
剰
余
価
値
が
分
裂
す
る
さ

第
三
部
の
最
後
の
章
で
の
み
考
察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
ハ
第
三
章
「
再
生
産
と
流

ま
ざ
ま
な
独
自
的
諸
範
曙
の
考
察
が
行
わ
れ
た
あ
と
に
、

還
」
第
一
節
)
。

〔

間

〕

「
の
再
生
産
過
程
の
撹
乱

第
三
部
第
七
章
で
考
察
す
べ
き
で
あ
る
」
。

以
上
の
点
を
み
れ
ば
、
第
三
部
第
七
章
(
最
終
草
〉
は
、
社
会
的
再
生
産
に
お
け
る
流
通
手
段
の
前
貸
し
と
還
流
・
社
会
的
再
生
産
過

程
を
媒
介
す
る
貨
幣
の
機
能
お
よ
び
貨
幣
流
通
の
独
自
的
諸
規
定
等
に
関
す
る
詳
し
い
考
察
・
さ
ら
に
右
の
問
題
と
関
連
す
る
再
生
産
過

程
の
携
乱
の
考
察
・
に
あ
て
ら
れ
る
べ
く
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
前
の
第
六
章
が
俗
流
経
済
学
批
判
に
、
第
四

辛
が
商
人
資
本
と
利
子
生
み
資
本
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
右
の
引
用
文
〔
邸
〕
等
か
ら
み
て
、
第
五
章
は
お
そ
ら
く
地
代
論
に
予
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
部
初
摘
に
示
さ
れ
た
こ
う
し
た
第
三
部
の
叙
述
プ
ラ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
過
渡
的



な
プ
ラ
ン
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
六
三
年
一
月
プ
ラ
ン
と
く
ら
べ
、
地
代
論
の
取
扱
い
や
学
説
史
的
諸
章
一
の
削
除
と
い
う
重
大
な
変
更

(
川
叫
〉

を
ふ
く
ん
で
い
る
。
ま
た
、
一
月
プ
ラ
ン
に
お
け
る
「
第
九
章

収
入
と
そ
の
源
泉
」
、
「
第
一
一
辛

俗
流
経
済
学
」
は
第
六
章
へ
一
括
さ

れ
て
い
る
。
最
終
草
が
第
七
章
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
「
第
一
二
章

む
す
び

資
本
と
賃
労
働
」
が
削
除
さ
れ
て
い
る
可
能

性
も
あ
り
う
る
。
だ
が
、
乙
れ
ら
の
重
要
な
変
更
が
み
ら
れ
る
一
方
、
第
七
章
(
最
終
草
)
は
同
じ
く
一
月
プ
ラ
ン
の
「
第
一

O
章

貨

幣
の
還
流
運
動
」
と
ほ
ぼ
共
通
し
た
内
容
の
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
収
入
と
そ
の
源
泉
・
俗
流
経
済
学
批
判
が
そ
の
前
の
章
に
お
か
れ
て

い
る
。
こ
の
点
は
明
ら
か
に
現
行
版
の
構
想
と
は
違
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
構
想
は
内
容
的
に
み
る
限
り
で
は
、
六
三
年
一
月
プ
ラ
ン
に

近
い
と
い
っ
て
よ
い
。

経
済
表
を
第
一
二
部
の
最
後
の
諸
章
の
一
つ
に
お
く
と
い
う
構
想
は
六
三
年
七
月
六
日
に
示
さ
れ
て
お
り
、
第
ニ
部
初
稿
に
示
さ
れ
た
第

三
部
プ
ラ
ン
よ
り
も
何
カ
月
も
前
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
七
月
構
想
も
ま
た
、
以
上
の
限
定
を
付
す
る
限
り
で
は
、

一
月
プ

ラ
ン
に
い
っ
そ
う
近
い
も
の
、
あ
る
い
は
一
月
プ
ラ
ン
と
同
じ
も
の
と
考
え
て
大
過
あ
る
ま
い
。

そ
こ
で
改
め
て
、
経
済
表
を
の
せ
る
べ
く
予
定
さ
れ
た
「
最
後
の
諸
章
の
一
つ
」
を
一
月
プ
ラ
ン
の
諸
章
と
の
対
応
で
考
え
て
み
よ

。

よ
l

ノ

結
論
か
ら
い
え
ば
、
「
最
後
の
諸
章
の
一
つ
」
に
一
番
あ
て
は
ま
る
辛
は
、
「
第
一

O
章

資
本
主
義
的
生
塵
の
総
過
程
に
お
け
る
貨
幣

の
還
流
運
動
」
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
「
第
一

O
章
」
と
ほ
ぼ
同
じ
表
題
の
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
:
:
・
再
生
産

過
程
で
の
貨
幣
の
還
流
運
動
」
の
内
容
(
と
く
に
既
述
〔
E
〕
の
部
分
)
が
、
経
済
表
の
説
明
内
容
と
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

「
第
一

C
章
」
の
問
題
を
論
ず
る
た
め
に
は
、
再
生
産
過
程
と
貨
幣
の
還
流
運
動
に
関
す
る
経
済
表
的
把
握
が
基
本
に
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、

「
第
一

O
卒
」
が
独
立
し
た
章
と
し
て
は
廃
止
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
い
く
つ
か
の
諸
辛
に
ふ
り
分
け
ら
れ

マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究

二
九
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経
済
表
の
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。

た
こ
と
は
、
経
済
表
プ
ラ
ン
の
中
止
と
「
第
一

O
章
」
構
想
の
中
止
と
の
照
応
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
。
他
方
、

「
第
一
一
章

俗
流
経

済
学
」
と
「
第
二
一
室
ト

資
本
と
賃
労
働
」
の
一
課
題
な
り
視
角
は
、
経
済
表
の
そ
れ
と
ほ
異
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
「
第
九
章

収
入
と
そ
の
源
泉
」
は
、

ス
ミ
ス
の
「
ド
グ
マ
」
批
判
が
含
ま
れ
る
ば
あ
い
に
は
、
あ
る
程
度
あ
て
は
ま
り
う
る
章
で
あ
ろ
う
。

し
か

し

当
時
こ
の
章
で
ス
ミ
ス
の

「
ド
グ
マ
」
批
判
に
た
ち
か
え
る
構
想
は
な
か
っ
た
と
忠
わ
れ
る
(
ノ
i
ト
第
一
五
時
「
挿
論

収
入
と

そ
の
源
泉
」
参
照
)
。
か
り
に
こ
の
批
判
が
と
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

こ
こ
で
の
「
ド
グ
マ
」
批
判
と
い
う
視
角

か
ら
す
れ
ば
、
貨
幣
の
還
流
運
動
の
直
接
的
論
述
は
不
要
で
あ
り
、
経
済
表
ま
で
描
く
必
要
性
が
そ
れ
ほ
ど
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。

ち
な
み
に
、
現
行
版
『
資
本
論
』
第
三
部
四
九
章
「
収
入
と
そ
の
源
泉
」
の
「
ド
グ
マ
」
批
判
に
お
い
て
も
「
還
流
運
動
」
に
つ
い
て
は

ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
推
論
に
大
過
が
な
い
と
す
れ
ば
、
経
済
表
の
利
用
目
的
も
ほ
ぼ
明
白
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
目
的
は
再
生
産
過
程
に
お

け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
と
貨
幣
の
諸
規
定
・
貨
幣
の
供
給
調
泉
と
そ
の
態
様
・
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
す
る
謬
論
(
ト
ゥ
l
ク
ら
)
等
々
を
究

明
す
る
ば
あ
い
、
そ
の
基
礎
的
説
明
を
与
え
て
お
く
の
に
利
用
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
六
三
年
七
月
当
時
マ
ル
ク
ス
が
経
済
哀
を
も
っ
ぱ
ら
寸
第
一

O
章
」
に
ち
く
べ
き
も
の
だ
と
確
定
し
て
い
た
、
と
す
る
の
も

ゆ
さ
す
P

き
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
こ
ま
で
確
定
的
に
考
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、

「
最
後
の
諸
君
の
一
つ
」
と
い
う
表
現
を
し
な
か
っ
た
だ
ろ

う
か
ら
で
あ
る
。
当
時
は
「
第
一
部
」
草
稿
を
書
き
は
じ
め
る
直
前
で
あ
り
、

「
第
二
部
」
、
「
第
三
部
」
の
各
諸
章
に
関
す
る
最
終
的
構

想
は
ま
だ
完
全
に
は
確
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
月
プ
ラ
ン
に
応
じ
て
経
済
表
を
「
第
一

O
章
」
(
あ
る
い
は
そ
れ
に
該
当

す
る
箇
所
)
に
ほ
ぼ
予
定
し
な
が
ら
も
、

ス
ミ
ス
の
「
ド
グ
マ
」
批
判
が
こ
こ
や
他
の
諸
章
に
ま
た
が
っ
て
い
る
点
な
ど
を
考
慮
し
た
り

し
て
、
と
り
あ
え
ず
さ
き
の
よ
う
な
表
現
を
と
っ
た
と
み
る
の
が
真
実
に
近
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



一
八
六
三
年
一
月
に
お
け
る
「
第
三
部
」
に
関
す
る
最
後
の
諸
章
の
叙
述
プ
ラ
ン
は
、
現
行
『
資
本
論
』
で
は
、
主
と
し
て
つ
ぎ
の
よ

う
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

1 

「
第
九
章

収
入
と
そ
の
源
泉
」
、
「
第
一
一
章

俗
流
経
済
学
」
は
、
第
三
部
第
七
篇
「
収
入
と
そ
の
源
泉
」
に
統
一

さ
れ
た

(ノ

i
ト
第
一
五
冊
で
、
こ
の
論
述
に
含
ま
れ
て
い
た
利
子
生
み
資
本
論
自
体
に
関
す
る
部
分
は
第
五
篇
に
移
さ
れ
た
)
。

2
、
第
七
篇
「
収
入
と
そ
の
源
泉
」
に
は
、

ス
ミ
ス
の
「
ド
グ
マ
」
批
判
が
右
の
視
角
か
ら
と
り
入
れ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
こ
こ
で
始

め
て
再
生
産
表
式
の
利
用
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
(
「
第
四
九
章

生
産
過
程
の
分
析
の
た
め
に
」
)
。

3 

「
第
一

O
章

貨
幣
の
還
流
運
動
」
は
、
独
立
し
た
章
と
し
て
は
廃
止
さ
れ
た
。
再
生
産
過
程
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
の
基

本
的
態
様
と
社
会
的
再
産
生
を
媒
介
す
る
流
通
手
段
の
前
貸
に
関
す
る
規
定
は
第
二
部
第
三
篇
二

O
章
で
、
銀
行
に
よ
る
そ
の
媒
介
や
そ

の
さ
い
の
貨
幣
の
詳
細
な
諸
規
定
に
関
す
る
一
部
分
は
、
第
三
部
第
五
篇
の
主
と
し
て
第
二
六
章
、
第
二
八
章
、
第
三
三
章
で
、
貨
幣
(
金
)

の
供
給
に
関
す
る
問
題
は
一
部
が
第
二
部
第
二
編
の
一
七
章
、

一
部
が
第
二
部
第
三
編
で
、
そ
れ
ぞ
れ
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
叙
述
構
想
の
変
更
は
、
現
行
円
資
本
論
』
以
前
に
構
想
さ
れ
て
い
た
第
二
部
第
三
章
(
編
)
の
内
容
を
現
行
の
よ
う
に
す
る

と
い
う
構
想
|

|

l
つ
ま
り
「
第
一

O
章

貨
幣
の
還
流
運
動
」
の
廃
止
に
と
も
な
い
、
そ
の
内
容
を
第
二
部
第
三
章
(
編
)
に
盛
込
ん
で

充
実
し
よ
う
と
い
う
構
想
ー
ー
が
成
立
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

社
会
的
総
資
本
の
補
填
関
係
の
把
握
は
、
貨
幣
流
通
の
媒
介
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
貨
幣
の
還
流
運
動
の
理
解
を
欠
け
ば
極
め
て
不
十

分
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
他
方
、
後
者
は
前
者
の
理
解
を
基
礎
に
し
て
い
る
。
貨
幣
の
供
給
等
の
問
題
も
、
基
本
は
総
資
本
の

マ
ル
ク
ス
経
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再
生
産
過
程
の
一
環
を
な
す
も
の
と
し
て
扱
う
の
が
正
し
い
。
し
た
が
っ
て
、

「
第
一

O
辛

貨
幣
の
還
流
運
動
」
の
論
述
は
第
二
部
第

三
章
と
重
複
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
第
二
部
第
三
章
の
初
稿
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

「
第
一

O
章
」
が
廃
止
さ
れ
た
の

ほ
、
こ
う
し
た
点
が
考
慮
さ
れ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ノ
ー
ト
第
一
七
冊
に
お
け
る
「
エ
ピ
ソ
ー
ド

貨
幣
の
還
流
連
劫
」
の
研
究

は
、
こ
う
し
た
点
を
認
識
す
る
土
台
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
意
味
で
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
は
、
現
行
第
二
部
第
三
篇
の
成
立
に

と
?
て
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

経
済
表
が
主
と
し
て
「
第
一

O
挙

貨
幣
の
還
流
運
動
」
に
利
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
同
草
の
廃

止
は
、
そ
う
い
う
構
想
に
と
っ
て
表
の
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
こ
の
点
で
同
章
プ
ラ
ン
の
中
止
は
、

経
済
表
が

『
資
本
論
』
で
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
基
礎
的
な
理
由
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
経
済
表
が
『
資
本
論
』
の
他
の
箇
所
で
も
利
用
さ
れ

な
か
っ
た
直
接
の
理
由
は
、
現
行
第
三
部
草
稿
(
第
七
篇
第
四
九
章
)
の
執
筆
中
に
再
生
産
表
式
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。

再
宇
産
表
式
は
、
総
資
本
の
二
面
的
補
填
関
係
を
簡
単
な
二
条
の
数
式
で
統
一
的
に
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
簡
潔
さ
と
抽
象
性
の

ゆ
え

ι、
再
生
産
過
程
に
関
す
る
種
々
の
側
面
を
説
く
う
え
で
利
用
範
囲
が
広
く
有
用
性
が
高
い
。
こ
れ
に
く
ら
べ
て
、
何
本
か
の
線
を

用
い
る
経
済
表
の
方
は
、
質
的
に
異
な
る
相
互
的
諸
閣
連
を
表
示
し
よ
う
と
す
る
ば
あ
い
に
、

一
本
の
線
が
一
面
的
か
っ
一
方
的
運
動
だ

け
を
示
す
と
い
う
点
で
不
便
さ
を
も
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
経
済
表
で
は
、
二
部
門
聞
の
関
係
は
生
産
手
陵
部
門
の

V
と
m
と
を
、
上
向

線
で
生
活
手
段
部
門
の
総
生
産
物
(
七
O
O
)
に
結
び
つ
け
る
一
方
、
生
活
手
段
部
門
の
四

O
O
Cが
生
産
手
段
部
門
の
総
生
産
物
(
九
三

三
%
)
と
太
い
下
降
線
で
結
ば
れ
る
か
た
ち
で
図
示
さ
れ
て
い
る
が
、

表
式
で
は
こ
れ
を
円

(
〈
十

B
)
H
同
の
と
簡
潔
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
表
式
は
単
純
再
生
産
だ
け
で
な
く
、
蓄
積
を
も
表
示
し
う
る
し
、
貨
幣
材
料
の
再
生
産
、

一
年
を
こ
え
る
固
定
資
本
の

補
填
、
貨
幣
の
還
流
等
を
説
く
に
も
便
利
で
あ
る
。



し
た
が
っ
て
「
第
一

O
章

貨
幣
の
還
流
運
動
」
構
想
の
廃
止
に
と
も
な
っ
て
、
第
三
部
七
篇
四
九
章
の
叙
述
に
さ
い
し
て
表
式
が
発

見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
以
後
は
も
っ
ぱ
ら
表
式
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
六
三
年
一
月
プ
ラ
ン
の
「
第
九
章

収
入
と
そ
の
源
泉
」
と
「
第
十
一
章

俗
流
経
済
学
」
と
が
第
七
篇
に
統
一
さ
れ
、
ま
た

「
第
一

O
章
」
の
麗
止
に
と
も
な
っ
て
、
現
行
第
七
篇
で
収
入
形
態
の
視
角
か
ら
再
生
産
日
ス
ミ
ス
批
判
が
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

(
第
二
部
第
三
章
の
初
稿
で
は
、

総
収
入
と
純
収
入
、

総
収
益
と
純
収
益
と
の
区
分
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、

こ
の
区
分
に
関
す
る
誤
っ
た

把
握
が
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
も
付
加
さ
れ
た
)
。

そ
の
さ
い
に
は
貨
幣
の
還
流
運
動
を
含
む
複
雑
な
図
表
を
利
用
し
な
く
て

も
よ
く
な
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
経
済
表
や
以
前
の
表
現
〈
ミ
十
旬
、

u
q
(概
括
表
③
)
、

お
よ
び
「
第
二
部
第
三
章
」
初
稿
の
説
明
(
数
字

は
す
で
に
右
の
表
式
と
同
じ
に
な
っ
て
い
る
)
等
が
下
敷
き
に
な
っ
て
、
表
式
が
発
見
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
さ
い
経
済
表
は
、
再
生

産
の
諸
条
件
を
二
粂
の
簡
単
な
数
字
で
図
示
し
つ
つ
こ
れ
を
統
一
的
に
説
く
こ
と
に
成
功
し
た
も
の
だ
と
い
う
点
で
は
、
表
式
そ
の
も
の

の
発
見
上
で
決
定
的
な
前
還
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
最
重
要
の
契
機
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
経
済
表
か
ら
収
入
諸
形
態

を
消
去
す
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
表
式
の
骨
格
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
を
み
て
も
明
ら
か
だ
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
既
述
し
た
叙
述
プ
ラ
ン
の
変
更
の
時
期
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
第
三
部
草
稿
の
執
筆
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
第

三
部
の
篇
別
構
成
を
立
て
た
と
き
(
一
八
六
四
年
後
半
か
ら
六
五
年
一
月
〉
だ
と
い
う
可
能
性
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

「
第
五
篇
三
三
章

信
用
制
度
下
で
の
流
通
手
段
」
用
の
草
稿
で
は
、
す
で
に
社
会
的
再
生
産
に
お
け
る
資
本
と
貨
幣
と
の
前
貸
の
基
本
的
区
分
、
貨
幣
還
流

の
法
則
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
「
第
二
部
第
三
章
」
で
扱
う
意
図
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
第
三
部
用
草
稿
の
執
筆
に
先
立
っ
て

書
か
れ
た
第
二
部
第
三
章
の
初
稿
に
は
、
そ
う
し
た
問
題
を
第
三
部
の
最
終
的
な
章
で
扱
う
プ
ラ
ン
が
示
さ
れ
て
い
る
(
注
加
、
幻
参
照
〉
。
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四

以
上
の
考
察
か
h

り
す
れ
ば
、
か
つ
て
の
拙
論
に
は
い
く
つ
か
の
反
省
す
べ
き
点
が
あ
っ
た
。

「
:
:
:
円
表
』
が
成
立
し
た
当
時
(
六
三
年
六
七
月
〉
に
は
、

円
二
巻
三
篇
』
と
い
う
場
所
で
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
過
程
を
固
有

の
課
題
と
し
て
分
析
し
よ
う
と
い
う
構
想
は
、
ま
だ
明
確
な
か
た
ち
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

『
表
』
は
『
総

生
産
過
程
』
を
総
括
的
に
把
握
し
て
こ
れ
を
図
示
し
た
マ
ル
ク
ス
の
最
初
の
試
み
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
す
で
に
、
社
会
的
総
資
本
そ
の

も
の
の
填
補
を
他
の
諸
契
機
か
ら
独
立
さ
せ
て
扱
う
た
め
の
前
提
が
十
分
に
成
熟
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
(
:
;
)
。
そ
れ
ゆ
え
、
『
経

済
表
』
の
成
立
は
、

『
二
巻
一
ニ
篇
』
を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
決
定
的
契
機
と
し
て
の
意
義
を
も
ワ
て
い
た
と
い
え
よ
う
」
。

こ
の
文
章
は
、
か
つ
て
の
拙
論
弓
成
立
』
②
、

一
五
八
ペ
ー
ジ
)
に
お
け
る
結
論
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
結
論
は
王
し
く
な
か

っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

右
の
文
章
の
前
半
で
は
、
経
済
表
の
作
製
時
期
(
六
三
年
五
月
六
月
)
に
、
再
生
産
の
問
題
を
第
ニ
部
第
三
章
で
扱
う
構
想
は
ま
だ
明

確
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

ス
ミ
ス
の
い
わ
ゆ
る

「
V
プ
ラ
ス

M
の
ド
グ
マ
」
批
判
を
中
心
に
再
生
産
の

考
察
を
流
通
過
樫
需
で
行
う
と
い
う
構
想
は
始
め
か
ら
一
貫
し
て
お
り
、
ま
た
経
済
表
が
措
か
れ
る
以
前
に
、
第
二
部
の
掃
一
・
第
二
篇

(
幻
)

に
あ
た
る
問
題
も
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
課
題
と
内
容
を
も
つ
も
の
と
し
て
把
聾
さ
れ
て
い
た
。
再
生
産
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
個
別
資
本
の

視
角
と
は
区
分
さ
れ
て
「
総
資
本
の
様
々
な
部
分
が
、
相
互
に
い
か
に
価
値
と
し
て
実
現
さ
れ
る
か
、
ま
た
い
か
に
使
用
価
値
と
し
て
楠

(
お
)

境
さ
れ
る
か
の
考
察
」
と
い
う
現
行
版
と
同
じ
課
題
設
定
も
示
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
肉
容
的
に
み
る
限
り
、
経
済
表
よ
り
以
前
に

(
た
と
え
ば
六
三
年
一
月
プ
ラ
ン
の
こ
ろ
)
流
通
過
程
篇
を
一
ニ
章
構
成
に
し
、
第
三
章
で
右
に
引
用
し
た
再
生
産
の
課
題
を
分
析
し
よ
う
と
い



う
構
想
が
で
き
て
い
た
と
し
て
も
少
し
も
お
か
し
く
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
可
能
性
の
方
が
、
経
済
表
成
立
時
期
に
「
構
想
は
ま
だ
明
確

な
か
た
ち
を
と
っ
て
な
か
っ
た
」
可
能
性
よ
り
も
大
き
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
第
一
部
用
草
稿
の
一
部
「
直
接
的
生
産
過

程
の
諸
結
果
は
、
経
済
表
よ
り
も
あ
と
約
数
カ
月
前
後
の
期
間
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
匂
こ
こ
に
は
す
で
に
「
第
二
部
第
三
章
」

へ
の
指
示
が
み
ら
れ
る
。

後
半
部
分
に
つ
い
て
。
経
清
表
こ
そ
が
、
総
資
本
の
再
生
産
を
他
の
契
機
か
ら
独
立
し
て
扱
う
た
め
の
理
論
的
前
提
を
準
備
し
た
点

で
、
第
二
部
第
三
篇
を
成
立
さ
せ
る
決
定
的
契
機
に
な
っ
た
と
い
う
結
論
も
正
し
く
な
か
っ
た
。
第
三
篇
(
章
)
と
し
て
独
立
し
て
扱
う

べ
き
理
論
的
前
提
な
り
視
角
は
表
以
前
に
準
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
く
り
か
え
さ
な
い
。
た
だ
、
同
じ
第
二
部
第
三
篇
(
章
)
と
い

っ
て
も
、
そ
の
初
稿
以
前
の
構
想
と
第
二
稿
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
的
に
充
実
さ
れ
た
構
想
と
は
異
っ
て
い
る
。
前
者
に
は
、
貨
幣
の

還
流
法
則
や
社
会
的
再
生
産
に
お
け
る
流
通
手
段
前
貸
の
問
題
、
き
ら
に
貨
幣
材
料
の
再
生
産
と
補
填
と
い
う
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
第
一

O

章
」
で
の
問
題
が
ま
だ
含
め
ら
れ
て
い
な
い
の
に
、
後
者
で
は
含
め
ら
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
問
題
は
、
こ
の
よ
う
に
充
実
さ
れ
た
内
容
の
現
行
第
二
部
第
三
篇
(
章
)
成
立
に
と
っ
て
経
済
表
は
ど
う
い
う
意
義
を
も

っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
よ
う
に
提
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
以
前
の
第
二
部
第
三
章
か
ら
現
行
の
そ
れ
へ
の
変

吏
に
と
っ
て
経
済
表
構
想
は
ど
う
い
う
意
義
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
よ
う
に
立
て
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
以
前
の
拙
論
で
は
、

第
三
章
の
こ
う
し
た
二
様
の
内
容
あ
る
い
は
二
種
類
の
第
三
章
を
不
明
確
に
し
た
ま
ま
で
問
題
を
論
じ
て
い
た
た
め
に
、
実
質
的
に
は
あ

と
の
第
三
章
を
意
識
し
つ
つ
、
結
果
的
に
、
第
二
部
第
三
篇
の
成
立
に
と
っ
て
経
済
表
ほ
決
定
的
意
義
を
も
つ
な
ど
と
い
う
誤
っ
た
表
現

を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
行
第
二
部
第
三
篇
成
立
に
と
っ
て
経
済
表
が
決
定
的
意
義
を
も
っ
と
い
う
の
は
ゆ
き
す
、
ぎ
で
あ
る
。
表
は
た
し
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山ノ、

か
に
「
エ
ピ
ソ
ー
ド

貨
幣
の
還
流
運
動
」
(
叙
述
部
分
東
)
の
把
握
を
よ
り
簡
単
明
瞭
に
概
括
し
て
み
せ
た
点
で
、

同
第
三
篇
へ
の
前
進

を
示
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
同
第
三
篇
の
成
立
過
程
に
お
け
る
そ
れ
ま
で
の
到
達
点
の
、
い
わ
ば
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
表
現
と
し
て
意
義
を

も
っ
と
も
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」

(

E

)

を
直
接
の
土
台
と
し
て
お
り
、
理
論
的
内
容
の
点
で
そ
こ
か
ら
決

定
的
前
進
を
と
げ
た
も
の
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
表
に
そ
う
し
た
意
義
を
与
え
る
な
ら
ば
、

「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
の
意
義
が
軽
視
さ
れ

か
ね
な
い
で
あ
ろ
う
。

経
済
表
が
現
行
第
二
部
第
一
ニ
篇
の
成
立
に
と
っ
て
ど
う
い
う
意
義
を
も
つ
か
を
問
う
ば
あ
い
に
は
、
表
が
再
生
産
表
式
の
発
見
に
と
っ

て
重
要
な
前
進
を
も
た
‘
り
し
た
点
に
そ
の
答
え
を
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ノ
ー
ト
第
一
五
冊
で
み
た
〔
〈
、
、
+
問
、
r
H
。
、
〕
と
い
う
表
現

形
式
は
ま
だ
数
字
を
欠
如
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
以
降
一
度
も
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
表
式
発
見
の
、
7
え
で

(ω) 

は
右
の
表
現
形
式
よ
り
も
経
済
表
の
方
が
よ
り
重
要
な
意
義
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
念
の
た
め
に
一
言
注
意
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
表
式
の
成
立
の
発
見
な
り
利
用
を
い
わ
ゆ
る
「
表
式
論
」
(
「
再
生
産
論
」
)

の
成
立
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
再
生
産
の
諸
法
則
の
発
見
と
、
こ
の
法
則
を
い
か
に
説
明
す
る
か
1

1

函
表
に

よ
る
か
数
式
に
よ
る
か
そ
れ
と
も
そ
れ
ら
な
し
に
行
う
か

llι
と
い
う
こ
と
と
の
あ
い
だ
に
は
違
い
が
あ
る
。
前
者
は
法
則
自
体
の
認
識

上
の
問
題
で
あ
り
、
後
者
は
そ
れ
を
表
現
す
る
手
段
よ
の
問
題
で
あ
る
Q

も
ち
ろ
ん
、

法
則
認
識
の
深
ま
り
に
照
応
し
て
そ
の
表
現
も

適
確
に
な
る
が
、
や
は
り
こ
う
し
た
違
い
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
往
々
用
い
ら
れ
て
い
る

ρ
再
生
産
表
式
分
析

論
u

な
る
表
現
も
本
末
転
倒
的
な
表
現
と
い
え
よ
う
。
多
種
多
様
な
表
式
(
手
段
)
を
い
く
ら
分
析
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
法
則
が

発
見
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
第
二
部
第
三
章
」
初
稿
で
表
式
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
事
実
は
、
表
式
利
用
を
欠
い
て
も
核
心
的
な
点

で
「
再
生
産
論
」
が
成
立
し
う
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

し
た
が
っ
て
、

。
表
式
に
よ
る
経
済
表
の
止
揚
a

と
か
か
経



済
表
の
表
式
へ
の
転
化
u

な
ど
と
い
う
表
現
も
、
以
上
の
区
別
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
用
い
な
い
と
無
用
の
混
乱
を
ま
ね
き
か
ね
な
い
で
あ

ろ、つ。(
日
〉
ノ

l
ト
第
一
五
冊
九
三
五
。
宮

-
F
ω
・2
N
(
訳
、
六
七
一
ペ
ー
ジ
)
@

(
日
)
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
『
資
本
論
』
第
三
部
へ
の
序
一
吉
田
参
照
@

(
げ
)
以
上
の
諸
考
証
は
、
か
つ
て
の
拙
論
(
『
成
立
』
)
に
加
え
、
主
と
し
て
佐
藤
金
三
郎
氏
の
入
念
な
考
証
(
「
『
資
本
論
』
第
三
部
原
稿
に
つ
い

て
」
②
、
〈
『
思
想
』
五
六
四
号
〉
〉
に
よ
っ
て
い
る
。
な
お
、
第
二
部
初
稿
を
収
載
し
た
ロ
シ
ヤ
語
版
『
マ
ル
・
エ
ン
全
集
』
第
四
九
巻
の
注
解

槌
を
み
る
と
、
「
こ
の
初
稿
は
:
:
:
十
中
八
九
、
一
八
六
四
年
の
後
半
か
ら
六
五
年
の
春
ま
で
の
期
間
に
書
か
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
(
五

O

八
ペ
ー
ジ
〉
。
た
だ
し
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

(
日
)
ロ
シ
ヤ
語
版
『
マ
ル
・
エ
ン
全
集
』
第
四
八
巻
、
二
八
一
二
、
二
九
八
、
四
八

O
i
一
ペ
ー
ジ
参
照
。

(
四
〉
岡
、
四
三
四
ペ
ー
ジ
@

(
却
)
問
、
二
凶
七

i
八
ペ
ー
ジ
。

(mC
問
、
三
九
六
ペ
ー
ジ
。

(
幻
)
問
、
四
一
三
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
問
、
四
九
八
ペ
ー
ジ
。

(

μ

)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
論
「
生
産
と
『
消
費
』
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
に
つ
い
て
と
(
『
立
教
経
済
学
研
究
』
三
四
巻
二

号
、
注
7
)
で
明
ら
か
に
し
て
あ
る
。

〈
お
)
第
七
篇
四
九
章
「
生
産
過
程
の
分
析
の
た
め
に
」
で
用
い
ら
れ
た
表
式
は
、
つ
ぎ
の
も
の
で
あ
っ
た
(
佐
藤
金
三
郎
『
思
想
』

O
月
号
、
七
二
年
学
史
学
会
報
告
レ
ジ
ュ
メ
)
。

。

〈

同

M

呂
田
凹
即
日
同

"
H
A
P
C
C
十
H
0
0
¥
十
E

O

H

8

0

。

〈

回

同

呂
田
由
回
四
回
目
∞
C
C
十
N
C
C
¥
十
M
O
o
-
H
N
O
C

(
お
)
吋
内

-Fω
・
2
m
i
E吋
(
訳
、
六
八
O

|
六
八
一
ペ
ー
ジ
)
@

(
幻
)
こ
の
点
は
、
す
で
に
『
要
綱
』
当
時
か
ら
事
実
上
で
区
分
が
あ
っ
た
と
い
い
う
る

一
九
七

O
年
一

(
拙
論
「
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過

マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究

七



マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究

ノーに

穏
」
八
『
立
教
経
済
学
研
究
』
一
一
三
巻
第
三
、
第
四
号

V
V
さ
ら
に
、
二
三
冊
の
ノ

l
ト
中
で
は
こ
の
点
が
い
っ
そ
う
は
っ
き
り
と
把
握
さ
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
ノ
!
ト
第
一
五
冊
(
九

O
一
八
ペ
ー
ジ
)
で
は
、
「
資
本
が
流
通
過
程
で
と
る
形
態
」
が
、
貨
幣
資
本
・
生
産
資
本
・
商
品
資
本

に
区
別
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
循
環
形
式
が
偲
別
資
本
の
運
動
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
多
分
、
循
環
の
諸
形
式
が
と
り
扱
わ
れ
た
の
は

こ
こ
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
他
の
諸
ノ

l
ト
で
は
、
固
定
資
本
と
流
動
資
本
の
諸
規
定
が
い
っ
そ
う
正
確
に
と
ら
え
ら
れ
つ
つ
資
本
の
回
転
の

諸
問
題
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
ど
の
よ
う
に
回
転
は
剰
余
価
値
に
作
風
す
る
か
」
の
研
究
は
、
ノ
ー
ト
第
一
八
冊
(
一
一
一
六
|
一
一

一
九
)
に
み
ら
れ
る
。

(
お
)
ノ
!
ト
第
一
七
冊
一

O
二
一
九
ペ
ー
ジ
(
ロ
シ
ヤ
語
版
第
四
八
巻
、
二
ハ
九
ペ
ー
ジ
)
。
こ
れ
と
同
じ
叙
述
は
、
同
ノ

l
ト
の
一

O
四
八
ペ
ー
ジ

に
も
み
ら
れ
る
。
「
総
再
生
産
過
程
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
本
の
使
用
価
値
と
価
値
が
、
相
互
に
い
か
に
補
填
し
、
支
払
い
、
か
つ
実
現
す
る
か
の
態

様
を
考
察
し
た
:
:
:
」
(
忽
切
の
〉
・
岡
・

8
w
p向
田
口
戸
田
町
吋
目
立

g
s
l
z
g
w
、同叩円日間・

ω
-
H
2
3。

(m〉
前
掲
注
刀
参
照
。
補
足
す
れ
ば
、
こ
れ
が
第
二
部
初
稿
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
初
稿
で
蓄
積
論
を
第
五
章
で
扱
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ

る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
(
ロ
シ
ヤ
語
版
第
四
九
巻
、
四
七
二
ペ
ー
ジ
)
@
ま
た
、
こ
の
ロ
シ
ヤ
語
版
注
解

ωで
は
、
ぞ
れ
が
一
八
六
三
年
七
月
か
ら

六
四
年
六
月
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

(
叩
〉
松
尾
純
氏
は
、
論
文
「
マ
ル
ク
ス
再
生
産
論
の
形
成
過
程
|
|
諸
見
解
の
整
場
と
そ
の
問
題
点
」
(
『
経
済
学
雑
誌
』
七
二
巻
二
号
)
や
「
再
生

産
論
の
形
成
と
そ
の
基
本
的
課
題
」
(
岡
、
七
回
巻
一
号
)
で
、
要
旨
つ
ぎ
の
よ
う
な
見
解
を
の
べ
ら
れ
て
い
る
Q

従
来
ま
で
、
経
済
表
は
『
学
説
史
』
に
お
け
る
再
生
産
論
研
究
の
内
容
や
構
想
の
す
べ
て
を
総
括
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
経
済
表
が
表
式
成
立
の

唯
一
の
起
点
と
み
な
さ
れ
て
き
た
Q

し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
は
、
第
三
部
の
最
終
的
な
章
の
一
つ
で
再
生
産
論
を
説
く
た
め
に
表
を
作
っ
た
の
で
は
な

い
@
だ
か
ら
、
経
済
表
構
想
を
第
二
部
第
三
一
篇
へ
発
展
し
て
い
く
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
再
生
産
論
の
形
成
過
程
は
、
そ
の
核
心
た
る

不
変
資
本
補
填
の
研
究
の
発
展
を
第
二
部
第
三
篇
ま
で
追
求
し
て
い
け
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
経
済
表
を
一
段
階
を
な
す
も
の
と
し
て
入

れ
る
必
要
は
な
い
(
前
掲
第
一
論
文
八
九
九
O
、
第
二
論
文
八
四
ペ
ー
ジ
他
参
照
)
。

「
経
済
表
が
表
式
或
立
の
唯
一
の
起
点
と
い
う
見
方
」
が
あ
っ
た
と
主
張
さ
れ
る
ば
あ
い
、
表
式
を
、
い
わ
ゆ
る
「
表
式
論
」
(
「
再
生
産
論
」
)
か

そ
れ
と
も
表
式
自
体
か
、
い
ず
れ
の
意
味
で
い
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
?
前
者
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
〈
表
現
の
不
正
確
さ

を
別
に
し
て
)
正
し
い
指
摘
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
私
が
か
つ
て
の
拙
論
で
、
「
第
二
部
第
三
篇
」
成
立
の
二
様
の
意
味
を
不
明
確
に
し
た
ま
ま
経
済

表
の
意
義
を
論
じ
て
い
た
と
い
う
反
省
も
氏
の
指
摘
が
一
契
機
に
な
っ
て
い
る
@
氏
が
、
経
済
表
と
「
再
生
産
論
」
と
の
区
別
を
明
ら
か
に
さ
れ
つ



っ
、
「
再
生
産
論
」
形
成
の
本
筋
を
不
変
資
本
補
填
の
研
究
の
発
展
に
求
め
ら
れ
る
点
も
正
し
い
。
さ
ら
に
、
第
三
部
の
最
後
の
章
に
表
を
お
く
と

い
う
構
想
は
「
再
生
産
論
」
の
構
想
と
違
う
と
い
わ
れ
る
点
も
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
経
済
表
が
お
か
れ
る
は
ず
の
「
第
三
一
部
第
一

O
章

貨
幣
の
還
流
運
動
」
の
諸
問
題
は
、
そ
の
大
半
が
「
再
生
産
論
」
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
。
「
第
一

O
章
」
プ
ラ
ン
の
廃
止
・
変
更
が
と
り
も
な
お
さ

ず
「
二
巻
二
一
篇
」
の
内
容
充
実
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
表
式
の
発
見
も
経
済
表
を
重
要
な
契
機
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
と
点
で
経
済
表
や

「
第
一

O
章
」
の
構
想
は
、
「
再
生
産
論
」
の
成
立
過
程
を
み
る
う
え
で
不
可
欠
の
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
形
成
上
で
の
双
方
の
関
連

を
切
断
し
一
方
を
捨
象
す
る
こ
と
は
、
「
再
生
産
論
」
の
形
成
史
研
究
を
一
面
化
さ
せ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

第
四
節

経
済
表
成
立
の
起
点
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
つ
い
て
(
拙
論
批
判
へ
の
反
論
)

私
は
か
つ
て
経
済
表
成
立
の
起
点
を
地
代
論
の
完
成
(
絶
対
地
代
の
論
証
)

日
い
求
め
る
遇
説
l
山
田
盛
太
郎
氏
の
見
解
を
批
判
し
、

経
済
表
は
総
資
本
の
再
生
産
お
よ
び
貨
幣
還
流
の
態
様
を
主
要
な
内
容
に
し
て
い
る
限
り
、
そ
の
起
点
は
地
代
論
完
成
以
前
の
二
研
究
す

な
わ
ち
ス
ミ
ス
の
「
V
プ
ラ
ス

M
の
ド
グ
マ
」
批
判
U
不
変
資
本
補
填
の
研
究
と
ケ
ネ

l
「
経
済
表
」
の
検
討
に
求
め
る
べ
き
だ
と
主
張

(

担

)

し
た
(
『
成
立
』
①
第
三
節
。
そ
の
後
、
高
木
彰
氏
も
こ
の
点
で
は
私
と
ほ
ぼ
同
じ
主
張
を
さ
れ
た
)
。

こ
の
私
の
主
張
に
対
し
て
い
く
つ
か
の
批
判
が
示
さ
れ
た
が
、
な
か
で
も
矢
吹
満
男
氏
の
そ
れ
は
、
最
初
の
し
か
も
最
も
有
力
な
も
の

と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
の
考
察
を
い
っ
そ
う
深
め
る
手
掛
り
と
し
て
、

氏
の
主
張
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
(
矢
吹
満
男

「
『
資
本
論
』
成
立
過
程
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
『
経
済
表
』
の
意
義
」
〈
『
土
地
制
度
史
学
』
第
六
一
号
〉
@

マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究

九



マ
ル
ク
ス
経
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四
0 

氏
に
よ
る
拙
論
へ
の
批
判
は
い
く
つ
か
の
点
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
が
、
内
容
の
検
討
に
入
る
ま
え
に
つ
、
き
の
主
張
に
注
目
さ
れ
た
い
。

「
山
田
氏
に
あ
っ
て
は
〈
水
谷
ら
が
い
っ
「
起
点
」
と
し
て
の
1

1

1

引
用
者
)
ス
ミ
ス
研
究
の
意
義
は
す
で
に
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
ら
を
前
提
し
な
が
ら
何
故
地
代
前
完
成
が
、

マ
ル
ク
ス
川
経
済
表
』
の
起
点
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
」
が
問
題
で
あ
る

(
前
掲
論
文
一
一
ペ
ー
ジ
)
。

「
地
代
論
完
成
は
同
時
に
剰
余
価
値
論
の
窮
極
的
完
成
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
・
:
二
部
門
分
割
と
流
通
の
一
二
流
れ
に
よ
る
総
括

的
把
握
の
形
式
的
関
係
が
、
同
時
に
当
初
の
目
様
で
あ
っ
た
『
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
が
わ
か
れ
て
い
る
一
一
一
大
階
級
の
経
済
的
生
活
諸
条

件
』
の
内
容
を
な
す
も
の
と
し
て
自
覚
さ
れ
て
く
る
(
同
一
三
ペ
ー
ジ
)
。
「
:
:
・
こ
の
意
味
に
お
い
て
地
代
論
完
成
こ
そ
が
マ
ル
ク
ス
『
経

済
表
』
の
起
点
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
無
視
し
て
、

ス
ミ
ス
、
ヶ
、
不
l
研
究
を
マ
ル
ク
ス
『
経
済
衣
』
へ
と
直
結
さ

れ
る
水
谷
、
高
木
の
両
氏
は
、
再
生
産
論
の
視
角
が
欠
如
し
て
い
る
」
(
同
)
。

山
田
氏
に
あ
っ
て
は
ス
ミ
ス
研
究
は
す
で
に
前
提
で
あ
り
、
そ
の
う
え
で
地
代
論
完
成
の
起
点
と
し
て
の
意
義
が
間
わ
れ
て
い
る
と
い

う
主
張
に
あ
っ
て
は
、
言
葉
の
い
い
替
え
と
論
点
の
移
し
替
え
が
犯
さ
れ
て
い
る
。

民
も
、

ス
ミ
ス
研
究
で
「
再
生
産
の
基
礎
範
障
が
確
立
し
て
い
る
」
こ
と
や
、
経
済
表
の
「
基
本
的
骨
格
は
『
ス
ミ
ス
の
ド
グ
マ
』
批

判
に
よ
る
不
変
資
本
の
再
生
産
の
研
究
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
」
て
い
る
こ
と
を
承
認
さ
れ
て
い
る
(
一
六
ぺ
!
?
)
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
再

生
産
論
」
や
経
済
表
成
立
の
起
点
は
地
代
論
完
成
と
い
う
よ
り
も
ス
ミ
ス
研
究
だ
と
い
わ
れ
る
の
が
事
態
の
正
確
な
表
現
で
あ
ろ
う
。
私

の
主
張
の
ポ
イ
ン
ト
は
正
に
こ
の
点
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
は
わ
か
り
切
っ
た
前
提
だ
と
い
わ
れ
て
も
、
そ
れ
ま
で
は
そ
う
い
う
主
張

が
な
く
地
代
論
完
成
に
起
点
を
求
め
る
主
張
ば
か
り
目
に
つ
い
た
の
で
、
そ
う
主
張
す
る
こ
と
に
も
多
少
の
意
味
が
あ
ろ
う
か
と
思
っ
て

主
張
し
た
ま
で
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
氏
は
、

「
起
点
」
を
「
前
提
」
と
い
い
替
え
、

「
媒
介
」

(
地
代
論
完
成
)
を
「
起
点
」
と
表



現
し
て
お
い
て
、
問
題
の
ポ
イ
ン
ト
を
媒
介
的
意
義
を
認
め
る
か
ど
う
か
の
方
へ
移
し
替
え
て
お
ら
れ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

矢
吹
氏
は
、

私
の
つ
ぎ
の
主
張

l
i
「
『
再
生
産
の
問
題
』
の
根
幹
は
、

社
合
的
総
資
本
の
価
値
お
よ
び
質
料
補
填
の
態
様
に
あ
る
以

上
、
絶
対
地
代
の
証
明
を
ま
た
な
い
で
地
代
を
剰
余
価
値
の
一
分
肢
と
し
て
『
一
般
的
に
』
把
握
し
て
お
く
だ
け
で
も
立
派
に
提
起
し
う

る
L_ 

(
『
成
立
』
②
二
ハ
六
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
主
張
i
i
i
に
対
し
て
、

「
し
か
し
絶
対
地
代
の
証
明
を
ま
た
な
い
で
ど
う
し
て
地
代
を
剰
余
価

値
の
一
分
肢
と
し
て
一
般
的
に
把
握
し
う
る
の
か
?
」
と
切
り
返
え
さ
れ
て
い
る
(
同
、
一
三
ペ
ー
ジ
〉
。
(
桜
井
毅
氏
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
疑
問

(
n
v
 

を
私
の
主
張
に
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
)
。

い
く
つ
か
の
事
実
を
再
確
誌
し
て
お
こ
う
。

一、

「
学
説
史
」
に
関
す
る
ノ

l
ト
や
手
紙
を
み
れ
ば
、

ロ
ー
ド
ベ
ル
ト
ゥ
ス
研
究
日
絶
対
地
代
論
の
検
討
が
始
め
ら
れ
た
の
は
-
八
六

二
年
六
月
(
ノ
i
ト
第
一

O
冊
)
か
ら
で
あ
る
(
概
括
表
@
)
。
ニ
、
「
ス
ミ
ス
研
究
一
で
「
再
生
産
の
問
題
」
が
固
有
の
課
題
と
し
て
提
起
さ

れ
、
解
決
さ
れ
た
の
は
そ
れ
以
前
の
同
年
四
月
(
ノ
l
ト
第
七
冊
)
で
あ
り
、
ケ
ネ
l

「
経
済
表
」
の
検
討
は
五
月
で
あ
る
。
三
、
ニ
の
研

究
以
前
に
つ
ぎ
の
認
識
が
あ
っ
た
。

「
剰
余
価
値
は
、

(
お
)

ま
の
形
態
に
分
裂
す
る
:
:
・
」
(
ノ
l
ト
第
一
冊
)
。

の
ち
に
利
潤
・
地
代
・
利
子
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
の
収
入
を
形
成
す
る
、
さ
ま
ざ

代
と
し
て
受
け
取
る
と
こ
ろ
の
特
殊
な
諸
形
態
か
ら
区
別
し
な
か
っ
た
」

「
A
ス
ミ
ス
は
、
剰
余
価
値
そ
の
も
の
を
独
自
の
範
曙
と
し
て
、

(

M
峠

)

(ノ
i
ト
第
六
冊
。
な
お
、
ノ
i
ト
第
七
時
以
前
に
お
け
る
同
様
の
把

そ
れ
が
利
潤
や
地

握
は
他
の
箇
所
に
も
み
ら
れ
る
)
。

四
、
し
か
し
絶
対
地
代
が
ま
だ
論
証
さ
れ
て
い
な
い
限
り
で
は
、
剰
余
価
値
の
地
代
へ
の
転
形
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
は
十
分
に
解
明
さ
れ
ず
、
地
代
一
般
も
土
地
所
有
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
論
証
さ
れ
て
い
な
い
。

マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究

四



マ
ル
ク
ス
経
済
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み
ら
れ
る
よ
う
に
、

マ
ル
ク
ス
が
絶
対
地
代
の
論
証
を
欠
き
な
が
ら
も
資
本
の
支
払
う
地
代
を
本
質
的
に
剰
余
価
値
の
一
分
肢
と
し
て

洞
察
し
て
い
た
時
点
で
、
「
再
生
産
の
問
題
L

を
提
出
し
解
決
し
た
こ
と
は
疑
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
絶
対
地
代
の
証
明

を
ま
た
な
い
で
ど
う
し
て
地
代
を
剰
余
価
値
の
一
分
肢
と
し
て
一
般
的
に
把
握
し
う
る
の
か
?
」
と
い
う
矢
吹
氏
の
私
へ
の
同
い
が
H

ど

う
し
て
把
握
し
う
る
の
か
、
し
え
ぬ
の
は
明
ら
か
で
は
な
い
か
u

と
い
う
合
意
の
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
右
の
事
実
に
よ
っ
て
論
駁

さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
と
も
氏
は
、
「
地
代
を
同
一
般
的
に
』
把
握
し
て
お
く
だ
け
で
も
」
と
い
う
私
の
言
葉
に
こ
だ
わ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
?

私
が
こ

こ
で
ゴ
般
的
に
」
と
の
べ
た
の
は
、
決
し
て
「
全
面
的
に
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
は
な
い
。
そ
の
点
は
、
す
ぐ
前
の
文
章
で
山
田

盛
太
郎
氏
の
「
全
面
的
把
握
」
と
い
う
表
現
の
あ
い
ま
い
さ
と
、

そ
の
使
い
方
に
よ
っ
て
は
ト

i
ト
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
な
論
理
に
落
込
み
か
ね

ぬ
点
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
明
白
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
意
味
は
、
資
本
家
的
地
代
な
ら
ば
「
ど
れ
で
も
一
括
し
て
」
と
い

う
ほ
ど
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
し
か
も
表
現
上
で
の
多
少
の
ま
ぎ
ら
わ
し
さ
と
、

マ
ル
ク
ス
自
身
の
当
時
に
お
け
る
把
撞
の
過
渡
的

性
格
と
を
考
慮
し
て
、
こ
の
「
一
般
的
に
」
を
わ
ざ
わ
ざ
括
弧
で
く
く
っ
て
示
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
。

剰
余
価
値
と
地
代
に
関
す
る
既
述
の
把
握
の
段
階
に
お
い
て
、
絶
対
地
代
の
証
明
を
待
た
ず
に
「
再
生
産
の
問
題
」
が
提
起
さ
れ
解
決

さ
れ
え
た
と
い
う
事
実
は
明
白
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
こ
で
の
問
題
は
、
こ
の
事
実
を
ど
う
説
明
す
る
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
っ
て
、
絶

対
地
代
の
証
明
を
欠
け
ば
地
代
を
剰
余
価
値
の
一
分
肢
と
し
て
把
え
う
る
か
ど
う
か
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
右
の
間
い

に
対
す
る
答
ほ
容
易
に
引
出
せ
る
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
総
生
産
物
の
補
境
問
題
は
、
絶
対
地
代
の
問
題
よ
り
も
抽
象
的
で
基
礎
的
な

認
識
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
再
生
産
の
基
本
的
関
連
を
把
え
る
さ
い
に
は
収
入
詩
形
態
は
剰
余
価
値
あ
る
い
は
利
潤
と
し
て
一
括
し
て
扱
わ
れ

て
い
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
答
も
ま
た
容
易
に
引
出
し
う
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら
マ
ル
ク
ス
も
、
不
変
資
本
の
補
填
問
題
を
始
め
て
正
面



「
剰
余
価
値
は
『
利
潤
』
と
い
う
範
噂
の
下
に
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
産

業
資
本
家
こ
そ
が
、
全
剰
余
価
値
を
の
ち
に
誰
に
ま
た
ど
こ
で
引
渡
さ
ね
ば
な
ら
な
い
か
〔
は
別
と
し
て
〕
、
直
接
に
取
得
す
る
者
だ
か

ら
ー
ー
ー
で
あ
る
。
/
わ
れ
わ
れ
は
、
全
剰
余
価
値
を
利
潤
と
呼
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
家
を
、
第
一
に
創
造
さ
れ
た
全
剰
余
価
値
を
直

〈
お
)

接
に
取
得
す
る
人
、
第
二
に
こ
の
剰
余
価
値
を
彼
自
身
と
貨
幣
資
本
家
と
土
地
所
有
者
と
に
分
配
す
る
人
、
と
み
な
す
こ
と
に
な
る
」
と

か
ら
提
出
し
た
と
き
に
、

の
ベ
、
剰
余
価
値
の
分
肢
諸
形
態
を
度
外
視
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
部
に
予
定
さ
れ
て
い
た
経
済
表
に
は
(
第
二
部
の
流
通
篇
に
予
定
さ
れ
て
い
た
社
会
的
再
生
産
過
裡
の
考
察
と
は
違
っ
て
)
、
剰
余

価
値
の
分
肢
諸
形
態
が
含
ま
れ
て
い
る
。
氏
が
地
代
論
完
成
(
絶
対
地
代
の
証
明
)
は
経
済
表
成
立
の
か
な
め
だ
と
主
張
さ
れ
る
の
も
、

こ
の
事
実
が
一
大
根
拠
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
こ
で
、
地
代
論
の
完
成
は
剰
余
価
値
の
分
裂
を
表
に
図
示
す
る
う
え
で
ど
う

い
う
孟
義
を
も
っ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
問
題
に
は
、
密
接
に
絡
合
い
な
が
ら
も
区
別
さ
れ
る
べ
き
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。

ー
、
経
済
表
は
結
果
的
に
み
て
、
ど
の
研
究
段
階
で
描
か
れ
た
の
か
そ
れ
は
ど
れ
だ
け
の
理
論
的
深
み
で
描
か
れ
て
い
る
の
か
!
と

い
う
問
題
。

E
、
経
済
表
は
ど
の
程
度
の
研
究
段
階
で
描
き
う
る
の
か
i
た
と
え
ば
、
絶
対
地
代
の
証
明
な
し
に
地
代
を
剰
余
価
値
の
一
分
肢
と
把

え
て
お
く
だ
け
で
も
可
能
か
ー
と
い
う
問
題
。

第
一
の
側
面
で
は
、
経
済
表
ま
で
に
え
ら
れ
た
全
認
識
(
成
果
)
の
程
度
が
問
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
第
二
の
側
面
で
は
、
経
済
表

マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究

四
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を
描
く
の
に
要
求
さ
れ
る
最
小
限
の
認
識
条
件
が
間
わ
れ
て
い
る
。

氏
が
「
地
代
論
完
成
に
よ
っ
て
(
再
生
産
の
|
|
水
谷
)
同
じ
関
係
が
全
く
新
し
い
理
論
的
意
義
を
帯
び
て
く
る
」
と
い
わ
れ
る
ば
あ
い

は
、
第
一
の
側
面
を
も
含
め
て
い
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
?

そ
れ
は
と
も
か
く
、
二
つ
の
視
角
は
呉
っ
て
お
り
、
経
済
表

に
対
す
る
地
代
論
完
成
(
絶
対
地
代
の
証
明
)
の
意
義
と
い
う
問
題
に
も
昆
っ
た
回
答
が
で
て
こ
ざ
る
を
え
な
い
。

ー
の
視
角
に
た
て
ば
、
地
代
論
の
完
成
も
そ
の
重
要
な
一
契
機
だ
と
い
う
答
に
な
る
の
は
自
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
、
だ
か
ら
と
い
っ

て、

E
の
視
角
か
ら
み
る
ば
あ
い
に
も
そ
の
完
成
が
不
可
欠
だ
と
は
い
え
な
い
。

経
済
表
で
説
か
れ
て
い
る
内
容
は
、
一
一
大
部
門
に
お
け
る
総
資
本
補
填
の
基
本
的
関
連
と
、
収
入
諸
形
態
や
資
本
の
諸
交
換
を
通
じ
て

貨
幣
が
出
発
点
に
還
流
す
る
仕
方
様
式
で
あ
っ
た
。
表
が
描
か
れ
る
た
め
の
認
識
条
件
(
段
階
)
と
い
う
問
題
も
、
有
の
内
容
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
主
と
し
て
、
川
可
変
資
本
が
労
賃
と
い
う
収
入
形
態
を
と
り
、
剰
余
価
値
が
利
潤
・
利
子
・
地

代
と
い
う
収
入
形
態
を
と
る
こ
と
、
同
総
資
本
の
三
面
的
補
填
の
関
係
、
け
総
資
本
の
各
価
値
部
分
の
担
手
か
ら
み
た
諸
交
換
を
通
じ
て

貨
幣
が
出
発
点
に
還
流
す
る
態
様
(
あ
る
い
は
再
生
産
過
程
を
媒
介
す
る
貨
幣
流
通
の
諸
規
定
と
還
流
の
仕
方
)
|
|
、
こ
う
し
た
把
握

が
あ
れ
ば
よ
い
。
こ
の
ぱ
あ
い
、
仰
は
絶
対
地
代
の
証
明
が
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
時
期
の
、

ノ
ー
ト
第
七
冊
ま
で
の
既
述
し
た
よ
う
な

認
識
程
度
の
把
樫
だ
と
し
て
も
、
納
付
の
基
本
的
な
把
握
は
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
は
事
実
で
証
明
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。

た
だ
し
、
経
済
表
が
実
際
に
描
か
れ
る
た
め
に
は
こ
れ
ら
の
把
握
が
あ
る
程
度
ま
で
整
理
さ
れ
、
統
一
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
わ

ば
そ
う
し
た
発
酵
期
間
と
酵
母
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
期
間
は
、
既
述
し
た
「
起
点
」
に
あ
た
る
二
つ
の
研
究
か
ら
経
済
表

ま
で
の
期
間
で
あ
り
、
そ
の
主
要
な
酵
母
は
、
そ
れ
ら
の
研
究
の
深
化
が
統
一
的
に
生
か
さ
れ
た
「
エ
ピ
ソ
ー
ド

再
生
産
に
お
け
る
貨

幣
の
還
流
運
動
」
で
あ
っ
た
、
と
い
え
よ
う
。
経
済
表
の
成
立
に
と
っ
て
、
最
初
の
二
研
究
(
起
点
)
と
経
済
表
と
を
つ
な
ぐ
重
要
な
環



は
、
絶
対
地
代
の
証
明
で
は
な
く
て
右
の
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

四

経
済
表
に
関
す
る
氏
の
日
見
解
の
核
心
は
、
経
済
表
が
地
代
に
い
た
る
全
範
噂
的
規
定
を
総
括
し
、
三
大
階
級
の
社
会
経
済
的
諸
条
件
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
第
三
部
を
し
め
く
く
る
べ
く
構
想
さ
れ
た
も
の
だ
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
ハ
一
四
ペ
ー
ジ
)
。
地
代
論
の

完
成
が
経
済
表
の
成
立
の
起
点
だ
と
い
う
山
田
氏
や
矢
吹
氏
の
主
張
も
、
こ
の
認
識
に
よ
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
氏
に
よ
れ
ば
、
地
代
論

の
完
成
に
よ
っ
て
始
め
て
、
再
生
産
に
閲
す
る
把
握
も
三
大
階
級
の
経
済
的
条
件
の
内
容
を
な
す
も
の
と
し
て
自
覚
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

か
ら
で
あ
る
(
一
三
ペ
ー
ジ
)
。

行
論
か
ら
み
る
限
り
、
経
済
表
に
閣
内
す
る
こ
う
し
た
主
張
の
根
拠
を
、
氏
は
、
経
済
表
が
第
三
部
の
最
終
的
詰
章
の
一
つ
に
総
括
と
し

て
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
(
前
掲
、
マ
ル
ク
ス
の
手
紙
)
、

表
は
諸
階
級
の
収
入
諸
形
態
を
含
め
た
総
再
生
産
過
程
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
に

求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
右
の
事
柄
か
ら
直
ち
に
氏
の
主
張
を
引
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
右
の
事
柄
と
経
済
表
に
関
す
る
氏
の
主
張
と
の
あ
い
だ
に

は
、
な
お
事
実
に
基
づ
く
論
証
で
埋
め
ら
れ
る
べ
き
懸
隔
が
残
さ
れ
て
い
る
。

か
り
に
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
経
済
表
は
三
大
階
級
の
経
済
的
諸
条
件
な
り
全
範
曙
な
り
を
総
括
す
る
た
め
に
全
三
巻
の
最
後
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
表
が
描
か
れ
て
い
た
時
点
で
そ
う
い
う
構
想
が
存
在
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
ぬ
は

ず
で
あ
る
。
氏
は
、
こ
う
し
た
構
想
を
現
行
『
資
本
論
』
第
三
部
の
構
想
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
氏
は
、

つ
ぎ
の
よ

う
に
断
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
こ
の
表
が
作
製
さ
れ
た
時
す
で
に
第
三
部
:
:
:
の
現
行
資
本
論
の
篇
別
構
成
は
成
立
し
て
い
る
も
の

マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究

四
五
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ノ、

と
理
論
的
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
」
(
一
六
ペ
ー
ジ
)
。

あ
る
い
は
そ
の
時
、

「
『
総
括
と
し
て
』
の
『
経
済
表
』
が
構
想
さ
れ
た
」

(
一
七

ペ
ー
ジ
)
。

し
か
し
、
経
済
表
が
描
か
れ
た
時
期
(
六
三
年
五
月
i
六
月
)
に
は
、
現
行
第
三
部
の
篇
日
章
別
構
想
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。
同
年
八

月
以
降
に
第
一
部
の
原
稿
が
仕
上
げ
ら
れ
、

つ
い
で
翌
年
に
第
二
部
初
稿
が
書
か
れ
た
時
期
で
も
、
現
行
第
三
部
の
篇
日
平
別
構
想
と
は

違
っ
た
構
想
が
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
第
ニ
部
初
稿
で
示
さ
れ
た
プ
ラ
ン
に
よ
れ
ば
、
第
三
部
の
最
終
章
日
第
七
章
は
、
再

生
産
過
程
に
関
す
る
貨
幣
流
通
の
特
殊
的
諸
規
定
お
よ
び
そ
の
問
題
の
誤
っ
た
把
握
の
詳
細
な
考
察
に
あ
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、

第
六
享
は
、
収
入
と
そ
の
源
泉
・
俗
流
経
済
学
批
判
に
あ
て
ら
れ
る
も
の
と
指
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
(
前
節
の
一
参
照
)
。

こ
の
よ
う

に
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
氏
の
主
張
は
事
実
に
よ
っ
て
論
駁
さ
れ
て
い
る
。

右
の
第
六
章
・
第
七
章
の
プ
ラ
ン
と
、
六
三
年
一
月
の
「
第
九
章

収
入
と
そ
の
諜
泉
」
、
「
第
一

O
章

総
過
程
に
お
け
る
貨
幣
の
還

流
運
動
」
の
プ
ラ
ン
と
は
内
容
上
で
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
そ
し
て
経
済
表
を
第
三
部
最
終
章
へ
お
く
と
い
う
構
想
は
、
右
の
一
月
プ
ラ

ン
と
第
二
部
用
初
稿
プ
ラ
ン
の
中
間
期
に
一
不
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

「
第
一

O
章

貨
幣
の
還
流
運
動
」
に
予
定
さ
れ
た
ノ
l

ト
第
一
七
冊
の
こ
の
問
題
に
関
す
る
叙
述
(
本
稿
第
二
節
の
三
参
照
)
と
、
経
済
表
の
説
明
部
分
と
は
内
容
的
に
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
か
‘
り
す
れ
ば
、
経
済
表
が
、
再
生
産
過
根
に
お
け
る
貨
幣
還
流
運
動
(
貨
幣
の
供
給
の
諸
問
題
を
合
む
)
の
態
様
や
そ
の

さ
い
の
貨
幣
の
独
自
的
諸
規
定
を
考
察
す
る
章
で
、
そ
の
土
台
と
し
て
、
総
再
生
産
過
程
の
基
本
的
説
明
を
与
え
て
お
く
た
め
に
利
用
さ

れ
る
予
定
の
ち
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
総
括
と
か
総
再
生
産
過
程
と
い
う
表
現
も
、
こ
う
し
た
視
角
か
ら
の
も
の
と
理

解
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
表
に
剰
余
価
値
の
分
肢
諸
形
態
が
含
め
ら
れ
て
い
る
の
も
、
こ
れ
ら
を
貨
幣
還
流
の
主
要
な
契
機
と
し
て
示

し
つ
つ
つ
、

ス
ミ
ス
批
判
に
も
役
立
て
よ
う
と
い
う
視
点
か
ら
だ
と
息
わ
れ
る
。



氏
の
ば
あ
い
に
は
、
山
田
盛
太
郎
氏
以
来
の
経
済
表
に
関
す
る
先
験
的
イ
メ
ー
ジ
が
ま
ず
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
も
の
ご
と
を
考
え
て
い

こ
う
と
さ
れ
る
思
考
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
現
行
第
三
部
の
篇
H
章
別
構
想
の
成
立
か
ら
経
済
表
が
構
想
さ
れ
た
と
か
、

経
済
表
成
立
時
点
に
は
第
三
部
の
現
行
篇
別
構
成
が
成
立
し
て
い
る
な
ど
と
い
う
事
実
に
反
す
る
主
張
が
う
ま
れ
さ
し
た
る
裏
付
も
な
し

ハ
回
調
)

に
う
ま
れ
て
く
る
の
も
、
乙
の
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
?

(
m
U
〉
高
木
彰
「
再
生
産
表
式
の
形
成
過
程
」
(
『
経
済
学
会
雑
誌
』
二
|
一
二
、
四
、
一
ニ
|
二
、
四

l
一)。

(
担
)
宇
野
弘
蔵
編
『
資
本
論
研
究
』
(
筑
摘
書
一
房
一
〉
E
、
第
二
部
③
、
二
一
一
一
ペ
ー
ジ
〉
。

(
お
)
ノ
l
ト
第
一
冊
一
三
ペ
ー
ジ
。
冨
切
の
〉
同
|
ω
・
明
暗
∞
-
M
白
(
前
掲
『
草
稿
集
』

4
、
一
一
六
ペ
ー
ジ
)
@

(
叫
)
ノ
l
ト
第
六
時
二
五
四
ペ
ー
ジ
、

ζ
・
ケ
ω
-
g
(
訳
、
六
六
ペ
ー
ジ
)
。

(
お
〉
ノ
l
ト
第
七
冊
二
七
二
ペ
ー
ジ
、
宮
-
F
ω
・
言
(
訳
、
一

O
二
ペ
ー
ジ
)
@

(
お
)
矢
吹
氏
は
、
経
済
表
に
つ
い
で
第
二
部
第
三
章
が
書
か
れ
(
そ
こ
で
表
式
が
発
見
さ
れ
て

わ
れ
て
い
る
(
一
八
ペ
ー
ジ
V
こ
れ
も
明
ら
か
な
事
実
誤
認
で
あ
る
。

そ
の
後
第
三
部
七
篤
四
九
章
が
記
述
さ
れ
た
と
い

一
九
八
一
、
九
、
一
二

O

(
こ
の
拙
論
は
前
号
用
に
執
筆
し
た
が
、
編
集
の
都
合
で
本
号
へ
ま
わ
し
た
。
)

マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究

四
七




